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戦
国
・
織
豊
期
の
天
皇
像
に
つ
い
て
、
公
家
衆
が
地
方
に
下
向
す
る
も
の
が
多
く
、
天
皇
は
公
家

社
会
に
対
す
る
統
括
権
を
喪
失
し
「
太
政
官
も
廷
臣
も
必
要
と
し
な
い
天
皇
制
」
に
な
っ
た
と
す
る

歴
史
像
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
前
関
白
九
条
政
基
が
家
礼
唐
橋
在
数
を
殺
害
し
た
事
件
で
、

後
土
御
門
天
皇
が
九
条
家
に
対
し
て
勅
勘
の
処
分
に
し
た
裁
判
事
例
を
と
り
あ
げ
検
討
し
た
。
そ
の

結
果
、
天
皇
は
被
害
者
の
一
門
菅
原
氏
に
勅
使
を
派
遣
し
て
菅
氏
輩
訴
状
を
出
さ
せ
、
論
人
の
九
条

家
に
も
勅
使
を
派
遣
し
て
准
后
申
状
を
提
出
さ
せ
て
、
裁
判
を
は
じ
め
た
。
近
臣
や
伝
奏
経
験
者
に

勅
問
を
発
し
て
意
見
具
申
を
も
と
め
、
二
月
五
日
に
天
皇
自
ら
妻
戸
間
に
出
御
し
て
、
伝
奏
・
職
事

ら
と
合
議
を
行
い
、
両
局
輩
か
ら
勘
文
を
出
さ
せ
て
、
御
前
沙
汰
と
呼
ぶ
べ
き
裁
判
審
議
を
行
っ
た
。

武
家
に
申
し
て
御
沙
汰
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
重
科
の
罪
で
は
な
い
と
し
て
、
九
条
尚
経
解
官

の
処
分
案
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
二
月
五
日
の
御
前
定
を
終
え
た
。
こ
の
天
皇
裁
判
事
件
は
、

天
皇
が
官
人
と
結
ぶ
官
位
制
（
国
家
官
僚
制
）
と
、
権
門
が
家
礼
と
結
ぶ
主
従
制
（
家
産
官
僚
制
）

と
い
う
二
つ
の
官
僚
制
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
優
先
さ
せ
る
か
、
と
い
う
難
問
で
あ
っ
た
。
摂
籙
家
や

九
条
家
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
三
条
西
実
隆
や
甘
露
寺
親
長
ら
近
臣
は
、
家
礼
在
数
の
罪
科
は
明
瞭

で
あ
る
と
し
て
、
家
長
に
よ
る
家
礼
・
臣
へ
の
処
罰
権
を
軽
視
す
る
も
の
と
し
て
摂
家
解
官
の
処
分

案
に
反
対
し
た
。
閏
二
月
二
日
の
御
前
定
で
、
天
皇
は
摂
家
解
官
の
処
分
案
を
撤
回
し
、
近
衛
家
が

提
案
し
た
九
条
家
勅
勘
・
出
仕
停
止
の
処
分
案
を
「
御
治
定
」
と
し
て
決
裁
し
た
。
こ
の
よ
う
に
室

町
戦
国
期
の
天
皇
は
、
公
家
身
分
内
部
の
紛
争
や
殺
害
事
件
に
対
し
て
天
皇
の
裁
判
権
・
処
罰
権
を

行
使
し
て
お
り
、
勅
使
の
派
遣
や
勅
問
に
よ
っ
て
関
係
者
の
合
意
形
成
に
努
力
し
、
勅
勘
・
出
仕
停

止
の
処
分
案
を
天
皇
に
よ
る
最
終
決
定
と
し
て
判
決
し
た
。
そ
の
反
面
、武
家
執
奏
を
口
実
に
し
て
、

天
皇
の
意
志
に
反
し
た
近
衛
家
か
ら
関
白
職
を
取
り
上
げ
た
。
室
町
・
戦
国
期
に
も
天
皇
が
公
家
間

の
紛
争
に
対
し
て
裁
判
権
を
行
使
し
、
幕
府
を
後
見
と
し
て
利
用
し
つ
つ
家
父
長
制
的
権
力
を
強
化

し
て
い
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
天
皇
裁
判
権
、
九
条
政
基
、
唐
橋
在
数
殺
害
、
勅
勘
、
家
産
官
僚
制

は
じ
め
に

❶
九
条
政
基
に
よ
る
唐
橋
在
数
殺
害
事
件
と
天
皇
御
前
定
に
よ
る
裁
判

❷
九
条
尚
経
解
官
を
め
ぐ
る
天
皇
御
前
定
と
二
つ
の
官
僚
制
・
主
従
制
の
矛
盾

❸
九
条
家
勅
勘
処
分
案
へ
の
天
皇
譲
歩
と
関
白
近
衛
尚
通
解
任

む
す
び
に

室
町
・
戦
国
期
の
天
皇
裁
判
権
と
ふ
た
つ
の
官
僚
制
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は
じ
め
に

室
町
・
戦
国
期
の
天
皇
制
研
究
に
お
い
て
は
、
な
が
く
奥
野
高
広
の
研
究
）
1
（

が
基
本

文
献
と
な
っ
て
い
た
。
今
谷
明
）
2
（

が
将
軍
義
満
に
よ
る
天
皇
位
簒
奪
計
画
論
と
天
皇
権

威
浮
上
説
を
再
提
起
し
、
そ
れ
を
契
機
に
公
武
関
係
史
が
主
要
な
検
討
課
題
と
な
っ

た
が
、
公
家
社
会
や
中
世
禁
裏
研
究
を
主
要
な
研
究
対
象
と
す
る
も
の
は
低
調
な
ま

ま
今
日
ま
で
推
移
し
て
い
る
。

他
方
、
富
田
正
弘
・
伊
藤
喜
良
・
家
永
遵
嗣
は
、
旧
来
の
朝
廷
か
ら
武
家
へ
の
権

限
委
譲
論
を
批
判
し
て
、
公
家
の
武
家
伝
奏
が
将
軍
家
の
仰
を
奉
じ
て
御
教
書
を
発

し
た
事
例
や
室
町
殿
の
家
司
に
公
家
が
再
編
成
さ
れ
て
い
る
史
実
を
あ
き
ら
か
に

し
、
室
町
期
の
政
治
構
造
論
の
解
明
を
進
展
さ
せ
た
）
3
（

。
将
軍
家
が
上
皇
・
院
権
力
を

掌
握
し
た
と
す
る
公
武
統
一
政
権
論
が
通
説
に
な
り
、
公
武
関
係
論
の
専
著
が
数
多

く
な
っ
て
、
公
武
統
一
政
権
は
将
軍
家
が
実
質
的
に
王
権
を
主
宰
し
て
い
た
と
す

る
）
4
（

。戦
国
・
織
豊
期
の
天
皇
に
つ
い
て
は
、
天
皇
権
威
浮
上
論
を
批
判
し
て
、
富
田
正

弘
が
、
公
家
衆
が
地
方
に
下
国
し
て
天
皇
の
公
家
社
会
に
対
す
る
統
括
権
を
喪
失
し

「
太
政
官
も
廷
臣
も
必
要
と
し
な
い
天
皇
制
」
と
規
定
し
た
）
5
（

。
こ
れ
を
受
け
て
、
池

享
は
、
当
該
期
の
朝
廷
政
治
は
、
武
家
用
途
が
な
く
朝
儀
が
停
止
さ
れ
、
叙
位
任
官

も
消
息
宣
下
で
行
わ
れ
、
後
柏
原
天
皇
の
即
位
式
は
二
一
年
も
延
期
さ
れ
、
天
皇
の

基
盤
で
あ
る
「
公
家
社
会
の
統
括
者
と
し
て
の
地
位
も
喪
失
し
て
い
る
」
と
指
摘
す

る
）
6
（

。
近
年
で
は
、
神
田
裕
理
・
末
柄
豊
が
、
池
説
の
枠
組
み
を
支
持
・
部
分
批
判
し

つ
つ
、
室
町
期
か
ら
織
豊
期
の
朝
廷
論
を
展
開
し
て
い
る
）
7
（

。

こ
れ
ら
の
研
究
動
向
の
分
析
方
法
は
、
室
町
戦
国
期
の
政
治
の
実
権
は
武
家
政
権

に
あ
り
、
天
皇
は
権
威
や
儀
礼
を
表
象
し
て
い
る
と
い
う
権
力
・
権
威
分
離
論
を
前

提
に
し
て
い
る
。
天
皇
の
王
権
は
国
家
権
力
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提

の
下
で
立
論
さ
れ
て
お
り
、
天
皇
が
家
政
的
権
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
考
察
外
に

置
か
れ
る
。
中
世
天
皇
が
禁
裏
の
家
政
職
員
や
公
家
身
分
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

家
政
的
権
力
を
行
使
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
設
定
や
研
究
課
題
は
ま
っ
た
く

提
起
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
武
家
文
書
や
寺
社
文
書
を
も
ち
い
た
当
該
期
の
公
武

関
係
論
の
歴
史
研
究
と
比
較
し
て
、
古
記
録
類
を
含
む
公
家
文
書
研
究
は
低
調
な
ま

ま
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
室
町
戦
国
期
の
禁
裏
関
係
史
料
群
の
史
料
批
判
学
に
も
と

づ
い
た
天
皇
の
政
治
権
力
行
使
の
歴
史
的
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
実
証
的
研
究

は
も
と
よ
り
、
天
皇
が
朝
廷
や
禁
裏
内
部
に
お
い
て
行
使
し
た
家
父
長
制
的
権
力
構

造
な
ど
の
実
体
論
的
研
究
は
未
解
明
な
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
旧
来
の
室
町
戦
国
期

の
公
家
・
禁
裏
研
究
の
問
題
点
は
、
武
家
政
権
や
公
武
関
係
史
の
み
を
過
大
評
価
し
、

第
一
に
天
皇
を
と
り
ま
く
国
家
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
や
官
僚
制
的
機
構
の
解
明
、
国

家
官
僚
制
と
家
産
官
僚
制
の
関
係
を
解
明
す
る
と
い
う
国
家
論
的
分
析
視
角
が
欠
如

し
て
い
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
拙
論
）
8
（

で
は
、
室
町
期
の
国
家
意
志
決
定
過
程
に
お
い

て
も
天
皇
が
国
王
と
し
て
形
式
的
に
も
決
定
権
を
行
使
し
て
お
り
、
官
宣
旨
と
し
て

国
家
意
志
が
発
令
さ
れ
た
と
す
る
視
点
か
ら
、
公
家
文
書
研
究
の
諸
問
題
に
つ
い
て

二
、三
の
論
点
を
提
起
し
て
き
た
。
ま
た
、
武
家
伝
奏
の
み
が
注
目
さ
れ
る
研
究
動

向
を
批
判
し
て
、
還
幸
伝
奏
を
つ
と
め
た
甘
露
寺
親
長
を
事
例
と
し
て
、
敷
奏
宣
下

を
え
た
儀
式
伝
奏
が
天
皇
へ
の
伝
奏
奏
事
を
通
じ
て
国
家
意
志
の
決
定
に
関
与
し
、

儀
式
の
執
行
事
情
を
伝
奏
記
に
ま
と
め
て
天
皇
に
報
告
し
て
い
た
事
例
を
指
摘
し

た
。
行
事
用
途
の
支
出
構
造
と
し
て
は
、
儀
式
伝
奏
が
当
事
者
か
ら
の
請
取
状
を
も

と
に
伝
奏
切
符
を
発
し
て
惣
奉
行
摂
津
氏
ら
の
下
書
を
も
ら
い
、
公
方
御
倉
か
ら
禁

裏
用
途
の
下
行
（
支
払
）
シ
ス
テ
ム
に
関
与
し
て
い
た
惣
用
方
下
行
帳
の
構
造
を
論

じ
た
）
9
（

。
天
皇
が
武
家
か
ら
要
請
さ
れ
て
治
罰
綸
旨
を
出
し
た
と
き
の
処
罰
権
の
実
態

に
つ
い
て
も
、
一
四
四
一
年
嘉
吉
の
乱
の
首
謀
者
赤
松
満
祐
の
処
罰
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
後
花
園
天
皇
の
治
罰
綸
旨
が
出
た
た
め
、
満
祐
の
頸
は
洛
中
で
晒
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
天
皇
の
命
令
を
奉
じ
た
職
事
仰
詞
に
も
と
づ
い
て
、
検
非
違
使
と
侍
所

が
共
同
で
、
四
条
河
原
で
首
を
請
取
り
、
洛
中
を
行
進
し
て
近
衛
西
洞
院
の
獄
舎
の
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棟
木
に
首
を
懸
け
て
曝
し
た
。
天
皇
の
治
罰
綸
旨
は
、
検
非
違
使
・
侍
所
や
管
領
・

守
護
権
力
な
ど
公
武
の
暴
力
機
構
を
動
か
し
て
強
制
執
行
を
行
わ
れ
せ
る
体
制
に

よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
一
四
○
二
年
の
土
御
門
内
裏
へ
の
遷
幸
や
一
四
七
九

年
土
御
門
内
裏
へ
の
還
幸
に
際
し
て
、供
奉
雑
事
隼
人
料
が
諸
国
所
課
と
し
て
官
符
・

伝
奏
奉
書
で
武
家
に
賦
課
さ
れ
、
守
護
代
が
守
護
出
銭
と
し
て
奉
行
所
の
公
方
御
倉

に
納
入
し
て
い
た
事
例
を
報
告
し
た
。
天
皇
の
意
志
は
、
旧
来
の
公
家
官
僚
制
の
ほ

か
、
幕
府
や
守
護
な
ど
の
暴
力
装
置
を
動
員
し
て
強
制
執
行
さ
れ
て
お
り
、
公
武
の

奉
行
所
が
共
同
執
行
し
て
い
た
行
政
シ
ス
テ
ム
の
存
在
を
指
摘
し
た
）
10
（

。
中
世
天
皇
家

の
経
済
財
政
基
盤
は
、
諸
国
召
物
・
諸
国
所
課
・
守
護
出
銭
・
棟
別
銭
・
段
銭
な
ど

国
政
的
徴
税
体
制
と
禁
裏
御
料
所
と
い
う
家
領
年
貢
徴
収
制
の
二
本
立
て
で
あ
っ

た
。
前
者
は
賦
課
権
を
天
皇
が
掌
握
し
、
徴
収
権
を
室
町
殿
が
行
使
し
て
公
方
御
倉

に
収
納
し
た
。
公
武
の
奉
行
人
が
共
同
管
理
し
た
。
他
方
、
禁
裏
御
料
所
か
ら
の
禁

裏
用
途
支
出
は
長
橋
局
＝
勾
当
内
侍
の
切
符
に
よ
っ
て
下
行
（
支
払
）
す
る
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
た
。
禁
裏
御
料
所
奉
行
の
三
条
家
・
勧
修
寺
家
と
、
個
別
の
禁
裏
御

料
は
荘
園
ご
と
に
申
次
や
荘
奉
行
が
補
任
さ
れ
、
女
房
奉
書
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、

戦
国
大
名
へ
の
献
金
要
請
も
個
別
に
行
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
中
世
禁
裏
の
家
産

制
的
側
面
の
伸
長
を
も
の
が
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
中
世
禁
裏
に
つ
い
て

国
政
的
側
面
と
家
政
的
側
面
を
厳
密
に
区
別
し
な
が
ら
腑
分
け
す
る
こ
と
が
重
要
な

研
究
課
題
で
あ
る
。

室
町
戦
国
期
の
朝
廷
衰
微
の
事
例
と
し
て
、
明
応
九
年
（
一
五
○
○
）
九
月
に
後

柏
原
天
皇
が
践
祚
し
て
か
ら
二
一
年
間
に
わ
た
っ
て
即
位
式
を
お
こ
な
え
ず
、
永
正

十
八
年
（
一
五
二
一
・
大
永
元
）
三
月
に
よ
う
や
く
実
施
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
歴
博
が
新
規
購
入
し
た
船
橋
清
原
家
旧
蔵
資
料
の
中
か
ら
文
亀
元

年
（
一
五
○
一
）
後
柏
原
天
皇
即
位
下
行
帳
・
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
即
位
下
行
帳
・

永
正
十
五
年
即
位
諸
司
注
進
状
な
ど
、
禁
裏
の
財
政
帳
簿
が
発
見
さ
れ
、
私
は
そ
の

翻
刻
と
調
査
報
告
を
お
こ
な
っ
た
）
11
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
後
柏
原
天
皇
の
即
位
式
準
備

は
、文
亀
元
年
（
一
五
○
一
）、永
正
八
年
（
一
五
一
一
）、永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）

の
三
回
に
わ
た
り
、
即
位
段
銭
が
賦
課
・
徴
収
さ
れ
惣
用
下
行
帳
か
ら
即
位
式
準
備

に
と
も
な
う
財
政
支
出
が
行
わ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
都
度
幕
府
の

都
合
で
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

つ
ま
り
、
文
亀
元
年
に
は
、
管
領
細
川
政
元
が
河
内
・
摂
津
守
護
畠
山
尚
順
や
大

和
国
人
と
の
内
戦
の
た
め
の
即
位
段
銭
徴
収
に
協
力
で
き
ず
、
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
永
正
五
年
（
一
五
○
八
）
大
内
義
隆
に
擁
立
さ
れ
た
前
将
軍
義
尹
（
義
材
・

義
稙
）
が
入
京
す
る
と
、将
軍
義
澄
と
細
川
澄
元
は
近
江
に
逃
亡
し
た
。
大
内
義
隆
・

細
川
高
国
連
合
政
権
に
支
え
ら
れ
た
将
軍
義
稙
は
、
永
正
七
年
三
月
七
日
に
即
位
大

礼
の
準
備
を
申
し
入
れ
た
（
実
隆
公
記
）。
永
正
八
年
の
即
位
下
行
帳
は
、
こ
の
と

き
即
位
伝
奏
広
橋
守
光
が
担
当
と
し
て
必
要
経
費
を
支
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
年

八
月
、
将
軍
義
尹
・
細
川
高
国
ら
が
丹
波
に
逃
亡
し
、
か
わ
っ
て
細
川
澄
元
が
入
京

す
る
混
乱
で
、
即
位
式
も
再
度
延
期
と
な
っ
た
。

永
正
十
年
（
一
五
一
三
）
二
月
に
将
軍
義
尹
が
前
将
軍
義
澄
の
子
義
晴
と

和
し
、
十
一
月
に
は
義
稙
と
改
名
し
将
軍
に
復
位
し
た
。
永
正
一
四
・
一
五
年

（
一
五
一
四
・
一
五
）
に
は
、
武
家
用
途
の
献
上
に
よ
っ
て
三
節
会
の
復
興
・
延
暦
寺

根
本
中
堂
竣
工
・
私
戦
禁
止
の
幕
府
法
発
布
が
つ
づ
い
た
。
将
軍
義
稙
政
権
の
安
定

化
に
よ
っ
て
、
永
正
十
五
年
即
位
諸
司
注
進
に
よ
っ
て
即
位
式
の
準
備
が
す
す
め
ら

れ
た
。
こ
の
延
長
線
上
で
永
正
十
八
年
三
月
に
即
位
除
目
と
即
位
式
が
実
現
し
た
。

管
領
細
川
高
国
・
管
領
代
大
内
義
隆
に
よ
る
政
権
の
安
定
化
の
結
果
で
あ
る
。
三
月

将
軍
義
稙
は
高
国
の
専
横
を
怒
り
淡
路
に
走
り
、
代
わ
っ
て
七
月
に
は
高
国
が
義
晴

を
擁
立
し
、
一
二
月
将
軍
に
す
え
た
。

後
柏
原
天
皇
の
即
位
式
挙
行
は
、
細
川
高
国
・
大
内
義
興
政
権
が
保
障
し
た
も
の

と
い
え
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
将
軍
も
天
皇
も
細
川
高
国
・
大
内
義
興
連
合
政
権
に

支
え
ら
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
が
、
反
対
に
細
川
・
大
内
連
合
政
権
に
と
っ
て
も
天

皇
の
即
位
式
挙
行
・
即
位
除
目
の
実
施
が
政
権
維
持
に
必
要
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

後
柏
原
天
皇
の
即
位
式
は
何
度
も
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
は
、
禁
裏
の
衰
微
を

物
語
る
の
で
は
な
く
、
管
領
細
川
家
の
内
紛
・
足
利
将
軍
家
の
義
尹
（
義
材
・
義
稙
）
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と
義
澄
・
義
晴
と
の
内
争
に
よ
っ
て
、
国
家
儀
礼
を
執
行
す
る
政
治
情
勢
を
つ
く
り

だ
し
え
な
か
っ
た
政
治
史
の
問
題
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
諸
研
究
か
ら
、
室
町
戦
国
期
の
天
皇
制
に
つ
い
て
も
、
蔵
人
・
近
臣
・

院
司
・
侍
な
ど
家
産
制
的
官
僚
制
に
依
拠
し
た
家
政
権
力
の
側
面
と
、
勅
問
輩
・
上

卿
・
伝
奏
・
職
事
弁
官
・
弁
官
局
・
外
記
局
な
ど
太
政
官
機
構
を
中
心
と
し
た
国
家

的
官
僚
制
に
依
拠
し
た
国
政
権
力
の
側
面
と
を
区
別
し
て
歴
史
分
析
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

摂
関
家
・
上
皇
家
・
親
王
家
・
将
軍
家
・
公
卿
家
な
ど
の
権
門
は
、
独
自
の
家
政

職
員
を
編
成
し
た
家
産
官
僚
制
を
組
織
し
て
い
た
こ
と
は
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
具

体
的
に
解
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
12
（

。
そ
れ
に
比
べ
て
、
中
世
天
皇
家
の
家
政
機
関

の
解
明
は
お
く
れ
て
い
る
が
、
近
臣
・
申
次
・
近
習
・
番
衆
・
女
房
衆
・
御
所
侍
な

ど
が
発
達
し
て
、
室
町
・
戦
国
期
に
は
禁
裏
と
よ
ば
れ
る
独
自
の
家
産
制
的
官
僚
制

的
権
力
体
を
形
成
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
他
方
で
、
伝
奏
・
上
卿
・
職
事
弁
官
・

弁
官
局
・
外
記
局
な
ど
を
介
し
て
、
弁
官
宣
旨
・
外
記
宣
旨
や
伝
奏
連
署
奉
書
・
職

事
下
知
状
・
御
教
書
な
ど
の
文
書
発
給
を
通
じ
て
統
治
権
的
国
政
運
営
を
行
っ
て
い

た
。
他
方
、
天
皇
自
筆
の
女
房
奉
書
が
家
父
長
と
し
て
の
天
皇
の
内
意
を
示
す
文
書

と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
中
世
禁
裏
の
家
政
的
権
力
の
解
明
は
今

後
の
研
究
課
題
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

と
り
わ
け
、
応
仁
の
乱
を
契
機
に
公
家
が
地
方
に
下
国
し
て
、
禁
裏
に
政
治
的
に

結
集
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、「
太
政
官
も
廷
臣
も
必
要
と
し
な
い
天
皇
制
」
が
生

ま
れ
、「
天
皇
は
公
家
社
会
の
統
括
者
と
の
地
位
を
喪
失
し
て
い
る
」
と
す
る
富
田

正
弘
・
池
享
ら
の
歴
史
像
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
今
谷
明『
象
徴
天
皇
制
の
発
見
』〔
文

春
新
書
一
九
九
九
〕・
同
『
象
徴
天
皇
制
の
源
流
』〔
新
人
物
往
来
社
二
○
一
一
〕
は
現

代
の
象
徴
天
皇
制
の
淵
源
は
中
世
天
皇
制
に
あ
る
と
し
て
伝
統
的
権
威
を
付
与
し
、

権
力
と
権
威
の
分
離
は
中
世
天
皇
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
と
す
る
。
水
林
彪
『
天
皇

制
史
論
』〔
岩
波
書
店

二
○
○
六
〕
は
、天
皇
は
「
不
親
政
を
本
質
」
に
し
た
と
し
「
権

力
を
も
た
な
い
権
威
」
と
断
言
す
る
。「
権
力
秩
序
を
編
成
す
る
法
の
究
極
的
源
泉
」

が
天
皇
で
あ
り
「
権
力
秩
序
を
合
法
化
す
る
だ
け
の
存
在
」
と
主
張
す
る
。

こ
れ
ら
の
主
張
は
目
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
冷
戦
構
造
時
代
の
保
守
勢
力
で

あ
っ
た
石
井
良
助
『
天
皇
』〔
山
川
出
版
社

一
九
八
二
〕
や
洞
富
雄
『
天
皇
不
親
政

の
伝
統
』〔
新
樹
社

一
九
八
四
〕
の
焼
き
直
し
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
は
、

戦
後
歴
史
学
の
科
学
的
歴
史
学
運
動
を
推
進
し
た
石
母
田
正
も
「
朝
廷
は
幕
府
の
権

威
の
観
念
的
淵
源
と
し
て
、
ま
た
伝
統
的
名
目
的
な
官
職
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、

幕
府
の
政
治
的
機
能
の
ひ
と
つ
を
体
現
す
る
も
の
と
な
っ
た
」〔『
石
母
田
正
著
作
集

八
巻
』
岩
波
書
店
〕
と
同
一
の
見
解
を
も
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
、
天
皇
を
権
威
と
権

力
に
二
分
し
て
分
析
す
る
と
い
う
方
法
論
は
、
保
守
・
革
新
の
研
究
者
に
共
通
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
権
威
権
力
二
元
論
の
方
法
に
よ
っ
て
は
象
徴
天
皇
制
を
批
判
的
に

相
対
化
し
て
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
代
わ
る
分
析
方
法
こ
そ
、
中
世
天
皇
制
を
家
父
長
的
家
政
権
力
と
諸
権
門
の
階
級

的
利
害
を
調
整
・
調
停
機
関
の
役
割
と
し
て
国
家
意
思
を
決
定
す
る
国
家
権
力
と
の

二
面
性
の
存
在
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

先
の
拙
稿
で
は
、
応
仁
文
明
の
乱
以
降
の
禁
裏
小
番
制
に
つ
い
て
再
検
討
し
、
後

土
御
門
天
皇
が
、
禁
裏
小
番
衆
に
禁
裏
本
の
書
写
活
動
を
義
務
づ
け
て
い
た
こ
と
、

禁
裏
小
番
衆
に
も
文
明
年
間
に
大
き
な
改
編
が
く
り
か
え
さ
れ
、
番
頭
と
番
帳
の
作

成
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
番
頭
が
廻
文
で
地
方
に
下
国
し
た
公
家
衆
に
も
禁
裏
小
番
勤

務
を
催
促
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
、
公
家
が
知
行
地
に
下
国
す

る
と
き
に
は
、
事
前
に
勅
許
を
申
請
し
て
禁
裏
小
番
へ
の
出
仕
を
休
む
こ
と
が
公
認

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
富
田
の
い
う
「
太
政
官
も
廷
臣
も
必
要
と
し
な
い
天

皇
制
」
像
に
は
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
）
13
（

。

本
稿
で
は
、
室
町
戦
国
期
の
天
皇
家
が
公
家
身
分
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
裁
判
権

を
行
使
し
て
い
た
の
か
、
を
考
察
の
対
象
に
し
て
、
当
該
期
に
お
い
て
も
、
天
皇
が

単
な
る
権
威
と
し
て
で
は
な
く
、
公
家
社
会
に
お
け
る
裁
判
権
力
と
し
て
政
治
的
機

能
を
発
揮
し
て
い
た
史
実
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。

室
町
戦
国
期
の
天
皇
が
、
公
家
衆
に
対
す
る
「
勅
勘
」
を
繰
り
返
し
、
将
軍
義
満
・
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義
持
・
義
教
と
と
も
に
「
突
鼻
」
に
よ
っ
て
公
家
ら
の
出
仕
を
と
め
、「
困
窮
」「
飢
餓
」

に
追
い
込
ま
れ
た
公
家
が
多
か
っ
た
こ
と
は
『
看
聞
日
記
』『
親
長
卿
記
』『
康
富
記
』

な
ど
に
散
見
さ
れ
る
。
後
円
融
・
後
小
松
・
称
光
天
皇
ら
が
義
満
・
義
持
・
義
教
と

と
も
に
盛
ん
に
室
町
貴
族
に
勅
勘
や
突
鼻
を
お
こ
な
い
、
貞
成
親
王
も
「
薄
氷
を
踏

む
思
ひ
」
と
日
記
に
記
し
て
い
た
こ
と
は
横
井
清
が
描
き
出
し
て
、
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
は
、後
小
松
院
や
称
光
天
皇
に
つ
い
て
「
い
か
な
る
「
暴

力
装
置
」
も
駆
使
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
「
公
家
」
に
と
っ
て
「
武
力
」
の
行
使
を

す
っ
か
り
断
念
し
た
）
14
（

」
と
い
う
歴
史
像
を
描
き
出
し
て
い
る
。

近
年
で
も
桜
井
英
治
は
後
円
融
上
皇
の
三
条
厳
子
傷
害
事
件
、
称
光
天
皇
の
新
内

侍
懐
妊
事
件
、
中
御
門
宗
重
が
天
皇
の
生
母
二
位
殿
と
の
「
密
通
」
が
疑
わ
れ
、
後

小
松
院
の
勅
勘
で
籠
居
と
な
っ
た
処
分
事
件
な
ど
に
言
及
し
、
後
小
松
・
称
光
父
子

の
時
代
に
は
「
勘
気
を
蒙
っ
て
家
督
剥
奪
や
所
領
没
収
に
処
せ
ら
れ
た
例
」
が
多

か
っ
た
と
し
て
「
歴
史
天
皇
の
な
か
で
こ
れ
ほ
ど
凶
暴
性
を
あ
ら
わ
し
た
親
子
と
い

う
の
も
め
ず
ら
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」〔
九
三
頁
〕と
的
確
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

そ
の
原
因
に
つ
い
て
、「
こ
の
陰
湿
さ
、
執
念
深
さ
は
皇
室
、
と
り
わ
け
後
光
厳
流

に
色
濃
く
受
け
継
が
れ
た
資
質
で
あ
っ
た
が
、
一
面
で
こ
れ
は
中
世
人
に
多
少
な
り

と
も
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
気
質
で
あ
っ
た
」〔
二
三
頁
〕
と
、
天
皇
の
気
質
論
に

求
め
て
い
る
）
15
（

。

し
か
し
、
天
皇
に
よ
る
公
家
衆
に
対
す
る
勅
勘
と
は
な
に
か
、
ど
の
よ
う
な
手
続

き
に
よ
っ
て
決
ら
れ
た
の
か
、
い
か
な
る
天
皇
の
権
限
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
も
の

か
、
な
ど
実
体
論
・
制
度
論
の
解
明
を
目
指
し
た
歴
史
学
的
考
察
を
み
な
い
。『
禁

秘
抄
』
に
は
「
一

勅
勘

無
風
情
、
不
見
天
気
、
閉
門
之
外
無
他
」
と
あ
る
。
勅

勘
の
処
分
を
受
け
た
廷
臣
（
朝
家
官
僚
）
は
謹
慎
し
て
天
皇
と
の
対
面
禁
止
・
閉
門

か
ら
な
る
処
罰
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
具
体
的
手
続
き
は

不
明
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
室
町
貴
族
の
典
型
例
と
も
い
わ
れ
る
九
条
政
基
が
唐
橋
在

数
を
殺
害
し
た
事
件
で
、
後
土
御
門
天
皇
が
九
条
家
を
勅
勘
の
処
分
に
し
た
事
例
を

検
討
し
た
い
。
天
皇
の
勅
勘
と
は
、
公
家
身
分
に
対
す
る
罪
科
之
沙
汰
と
よ
ば
れ
る

天
皇
の
裁
判
権
・
処
分
権
の
行
使
で
あ
る
。
院
政
期
か
ら
室
町
戦
国
期
に
か
け
て
重

層
的
な
主
従
関
係
が
発
達
し
た
。
公
の
官
人
が
天
皇
に
よ
っ
て
位
階
・
官
職
に
補
任

さ
れ
る
関
係
は
公
的
な
官
位
制
（
国
家
官
僚
制
）
で
あ
る
が
、
私
と
し
て
権
門
の
家

礼
と
な
っ
て
諸
大
夫
・
青
侍
・
被
官
と
な
る
関
係
は
主
従
制
で
あ
り
、
家
産
官
僚
制

の
編
成
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、拙
著
だ
け
で
は
な
く
、

百
瀬
今
朝
雄『
弘
安
書
札
礼
の
研
究
』〔
東
京
大
学
出
版
会
二
○
○
○
〕に
も
み
ら
れ
る
。

最
近
、
上
島
享
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』〔
名
古
屋
大
学
出
版
会
二
○
一
○
〕

も
「
院
（
女
院
を
含
む
）・
摂
関
の
も
と
で
は
主
従
制
と
呼
ぶ
べ
き
人
的
編
成
が
な

さ
れ
た
が
、
中
世
の
天
皇
は
主
従
制
的
な
要
素
を
持
ち
つ
つ
も
、
位
階
を
与
え
官

職
（
官
司
）
秩
序
を
統
括
す
る
と
い
う
古
代
の
君
主
が
持
つ
統
治
権
者
と
い
う
性
格

を
も
残
し
て
い
た
」〔
二
一
七
頁
〕
と
の
べ
、
同
様
な
見
解
に
立
っ
て
い
る
。
以
下
、

本
稿
で
は
官
僚
制
と
家
産
官
僚
制
と
い
う
二
つ
の
官
僚
制
の
矛
盾
、
い
い
か
え
れ
ば

官
位
制
と
主
従
関
係
と
の
矛
盾
が
、
室
町
戦
国
期
の
公
家
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
な

紛
争
・
訴
訟
事
件
を
生
み
出
し
、
天
皇
の
調
停
権
・
裁
判
権
を
必
要
と
し
て
い
た
の

か
、
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
歴
史
的
背
景
と
意
義
に
つ
い
て
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。

❶
九
条
政
基
に
よ
る
唐
橋
在
数
殺
害
事
件
と
天
皇
御
前
定

に
よ
る
裁
判

﹇
研
究
史
の
課
題
﹈

明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
正
月
七
日
に
摂
籙
家
の
九
条
政
基
が
、
九
条
家
の
家
礼

で
あ
っ
た
唐
橋
在
数
を
殺
害
し
た
。
こ
れ
を
機
に
政
基
・
尚
経
父
子
が
後
土
御
門
天

皇
の
勅
勘
を
受
け
、洛
中
を
離
れ
て
和
泉
国
日
根
庄
に
下
向
し
た
。
そ
の
日
記
が『
政

基
旅
引
付
』
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
庄
園
史
研
究
が
数
多
く
蓄
積
さ
れ
、
室
町
期

荘
園
領
主
に
よ
る
直
務
型
荘
園
支
配
の
類
型
論
が
つ
く
り
だ
さ
れ
た
）
16
（

。
荘
園
史
研
究

で
は
九
条
政
基
の
和
泉
下
向
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
下
向
の
契
機
と
な
っ
た
九
条

家
の
家
礼
殺
害
事
件
そ
の
も
の
の
経
過
や
後
土
御
門
天
皇
の
勅
勘
に
つ
い
て
は
関
心
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が
よ
せ
ら
れ
ず
、
そ
の
裁
判
権
や
裁
判
経
過
・
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
未
解
明

な
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

大
半
の
研
究
は
、
在
数
殺
害
事
件
に
つ
い
て
「
政
基
の
生
涯
の
中
で
個
人
的
な
大

事
件
と
い
え
ば
、
日
根
野
荘
下
向
の
数
年
前
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
正
月
、
九

条
家
の
執
事
を
つ
と
め
た
唐
橋
在
数
を
自
亭
に
お
い
て
殺
害
し
、
息
尚
経
と
と
も
に

勅
勘
を
蒙
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
）
17
（

」
と
指
摘
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
宮
内
庁
書

陵
部
『
政
基
公
旅
引
付
・
解
題
』
に
み
る
「
個
人
的
な
事
件
」
と
す
る
見
解
に
は
じ

め
て
疑
問
を
発
し
て
、
天
皇
に
よ
る
勅
勘
に
よ
っ
て
政
基
が
日
根
庄
に
下
向
し
た
こ

と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
の
が
、
関
口
恒
雄
で
あ
っ
た
）
18
（

。
関
口
論
文
は
、
三
条
西
実
隆

の
日
記
な
ど
か
ら
在
数
殺
害
事
件
の
経
過
を
検
討
し
、
菅
原
在
数
が
九
条
家
の
「
雑

務
執
事
」
と
い
う
家
礼
で
あ
る
と
と
も
に
、
朝
廷
で
は
大
内
記
・
少
納
言
・
申
次
・

執
筆
頭
人
と
し
て
参
内
し
て
い
た
こ
と
、
政
基
・
尚
経
父
子
の
勅
勘
に
よ
る
謹
慎
と

在
数
の
跡
目
相
続
を
立
て
る
こ
と
で
事
件
の
解
決
が
図
ら
れ
、
三
年
後
の
明
応
七
年

十
二
月
に
尚
経
の
勅
免
・
十
二
月
十
七
日
参
内
が
叶
っ
た
こ
と
、
在
数
は
和
泉
国
日

根
荘
で
「
先
奉
行
」
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
庄
園
経
営
で
根
来
寺
の
高
利
貸
活
動
で
多

額
の
借
銭
を
作
り
出
し
た
こ
と
が
九
条
政
基
に
よ
る
在
数
殺
害
の
原
因
と
す
る
説
を

提
示
し
た
。

其
の
後
、
湯
川
敏
治
が
、
在
数
殺
害
事
件
に
つ
い
て
、
明
応
五
年
二
月
の
諸
家
の

日
記
を
網
羅
し
て
、
殺
害
事
件
の
経
過
と
朝
廷
で
公
家
裁
判
が
行
わ
れ
て
勅
勘
の
処

分
が
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
て
指
摘
し
、そ
の
経
過
を
検
討
し
て
「
公
家
裁
判
」

が
伝
奏
の
指
揮
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
し
た
）
19
（

。

し
か
し
、
二
つ
の
研
究
で
は
、
九
条
家
門
に
よ
る
在
数
殺
害
事
件
に
対
し
て
天
皇

が
ど
の
よ
う
に
裁
判
権
を
行
使
し
た
の
か
、
な
ぜ
勅
勘
の
処
分
を
下
し
え
た
の
か
、

に
つ
い
て
は
未
検
討
な
ま
ま
で
あ
る
。
事
件
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
諸
家
の
日
記
を

網
羅
し
た
湯
川
論
文
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
天
皇
の
裁
判
へ
の
か
か
わ
り
方
を

中
心
に
論
点
を
整
理
・
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
九
条
家
と
唐
橋
在
数
が
家
礼
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
九
条
家
は
在
数

へ
の
処
罰
を
当
然
の
権
利
と
考
え
て
い
た
。
百
瀬
今
朝
雄
に
よ
れ
ば
、
摂
関
政
治
・

院
政
の
時
代
に
至
っ
て
、
中
下
級
の
廷
臣
（
朝
廷
の
官
人
）
と
も
な
れ
ば
官
職
を
帯

び
な
が
ら
、
摂
関
家
や
院
な
ど
の
権
門
勢
家
に
出
仕
し
二
重
三
重
の
主
従
関
係
を
結

ぶ
。
こ
の
従
者
を
家
礼
と
い
い
、
権
門
は
経
済
力
に
よ
っ
て
私
的
に
家
礼
を
有
し
た

と
い
う
）
20
（

。
特
に
、
室
町
期
に
は
、
公
家
も
足
利
氏
の
家
礼
に
な
る
事
例
が
ふ
え
、
山

科
・
萬
里
小
路
・
広
橋
な
ど
「
一
流
の
事
、
武
家
の
御
計
に
よ
っ
て
朝
家
に
奉
仕
」

す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
十
五
世
紀
前
半
、
足
利
氏
に
臣
従
す
る
廷
臣
は
数
の
多
さ
だ

け
で
な
く
絶
対
的
奉
仕
の
精
神
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う
）
21
（

。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で

は
、
室
町
期
に
朝
廷
の
官
人
で
室
町
殿
の
家
礼
に
な
っ
た
も
の
を
「
廷
臣
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

と
く
に
唐
橋
在
数
は
九
条
政
基
・
尚
経
の
家
礼
で
あ
り
、
九
条
家
と
主
従
関
係
を

結
び
、
知
行
地
と
し
て
日
根
野
荘
を
預
か
っ
て
い
た
こ
と
が
関
口
論
文
を
は
じ
め
多

く
の
研
究
が
あ
る
。
他
方
、
在
数
は
朝
家
官
僚
と
し
て
正
五
位
下
・
少
納
言
・
侍
従
・

大
内
記
（『
親
長
卿
記
』
長
享
元
年
七
月
廿
日
条
）
の
位
階
・
官
職
を
持
ち
官
位
制

に
編
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
後
土
御
門
天
皇
の
六
位
蔵
人
（『
親
長
卿
記
』
文
明
四

年
八
月
十
七
日
）
で
あ
り
、
近
臣
（『
親
長
卿
記
』
長
享
二
年
正
月
一
日
条
）
で
も

あ
り
、
親
長
と
と
も
に
女
院
嘉
楽
門
院
の
院
司
（『
親
長
卿
記
』
長
享
二
年
三
月
九

日
条
）
で
あ
り
、
毎
月
二
五
日
の
内
裏
月
次
連
歌
会
に
参
じ
て
お
り
（『
同
』
長
享

二
年
八
月
二
六
日
条
）、天
皇
と
も
主
従
関
係
を
結
ん
で
い
た
。関
口
恒
雄
論
文
は『
実

隆
公
記
』
文
明
十
五
年
八
月
十
二
日
条
に
「
在
数
〈
執
筆
頭
人
〉」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
執
筆
頭
人
と
解
釈
す
る
（
二
二
頁
）。
し
か
し
、『
実
隆
公
記
』
同
日
条
は
、
宮

御
方
＝
勝
仁
親
王
（
の
ち
の
後
柏
原
天
皇
）
家
で
の
月
次
連
歌
会
に
お
い
て
、
懸
物

の
頭
人
と
懐
紙
の
執
筆
を
在
数
が
勤
め
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
在
数
は
月
次

和
歌
会
の
執
筆
役
を
つ
と
め
た
の
み
で
、
朝
廷
の
清
書
奉
行
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
そ
の
点
は
訂
正
が
必
要
で
あ
る
。

唐
橋
在
数
は
、
朝
廷
の
官
人
で
、
天
皇
の
近
臣
・
蔵
人
・
女
院
司
と
し
て
主
従
関

係
に
あ
る
と
と
も
に
九
条
家
の
家
礼
と
し
て
二
重
の
主
従
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
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た
。
室
町
期
に
中
小
廷
臣
が
家
礼
関
係
の
発
達
に
よ
っ
て
、
二
重
三
重
の
主
従
関
係

を
締
結
し
て
い
た
と
す
る
百
瀬
の
指
摘
が
彼
の
場
合
に
も
適
用
し
う
る
。
九
条
家
が

二
重
の
主
従
関
係
を
も
つ
在
数
を
殺
害
し
た
と
き
、
こ
れ
を
九
条
家
と
い
う
権
門
内

部
の
家
政
処
分
権
の
行
使
と
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
天
皇
の
官
人
を
殺
害
し
た
国
政

上
の
殺
人
事
件
と
し
て
裁
判
に
す
る
の
か
、が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
旧
来
の
関
口
・
湯
川
論
文
で
は
そ
う
し
た
問
題
関
心
は
も
た
れ
て
お
ら

ず
、
後
者
は
「
公
家
裁
判
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
み
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
後
土

御
門
天
皇
は
、
勅
使
を
派
遣
し
て
、
加
害
者
・
被
害
者
の
双
方
か
ら
訴
状
と
陳
状
に

相
当
す
る
文
書
の
提
出
を
さ
せ
て
い
た
。
以
下
、
そ
の
点
を
整
理
し
よ
う
。

﹇
勅
使
に
よ
る
当
事
者
間
の
訴
状
と
陳
状
提
出
﹈

第
一
に
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
正
月
九
日
の
殺
害
事
件
の
あ
と
、
後
土
御
門

天
皇
が
勅
使
を
関
係
者
に
派
遣
し
て
勅
問
を
発
し
、
被
害
者
側
の
「
菅
氏
輩
訴
状
」

と
加
害
者
の
「
准
后
申
詞
」
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。
訴
状
と
陳
状
の
提
出
に
よ
る
裁

判
の
開
始
は
、
天
皇
の
勅
使
と
勅
問
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
被
害
者
の
実
子
で
あ
る
唐
橋
在
名
が
家
と
し
て
訴
状
を
出
し
た
の
で
は
な

く
、
菅
原
氏
一
門
の
連
署
の
訴
状
と
な
っ
て
い
る
。
天
皇
は
勅
使
を
在
数
の
子
孫
唐

橋
家
で
は
な
く
、菅
原
氏
一
門
の
東
坊
城
和
長
の
下
に
派
遣
し
「
密
々
の
勅
定
」（『
和

長
卿
記
』
正
月
十
八
日
）
を
下
し
て
お
り
、
正
月
二
一
日
、「
禁
裏
、
九
条
殿
へ
被

レ
立
二
勅
使
中
御
門
大
納
言
（
宣
胤
）、
伯
二
位
（
忠
富
）
両
使
一
也
、
菅
氏
輩
可
レ
進
二

申
申
状
一
之
由
、
被
二
仰
下
一
之
間
、
則
進
レ
之
、」（『
拾
芥
記
』
史
籍
集
覧
、
同
日
条
）

と
あ
り
、
九
条
亭
と
菅
原
氏
一
門
双
方
に
訴
状
と
申
状
の
提
出
を
命
じ
て
い
る
。
女

房
奉
書
が
出
さ
れ
、
菅
原
氏
一
門
に
「
れ
ん
し
ょ
し
て
、
ま
い
り
候
へ
と
お
ほ
せ
ら

れ
て
候
」
と
の
天
皇
の
仰
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
『
親
長
卿
記
』（
同
年
正
月
二
四

日
条
書
写
の
女
房
奉
書
）
か
ら
判
明
す
る
。
事
実
、
近
衛
政
家
が
勅
問
を
受
け
て
書

写
し
た
「
菅
氏
輩
訴
状
」
の
文
面
は
権
中
納
言
菅
原
長
直
・
和
長
・
章
長
・
為
学
の

四
人
連
書
で
「
正
月
日
」
付
で
、「
請

勅
問
事
菅
氏
儒
士
等
誠
惶
誠
恐
謹
言
」（『
後

法
興
院
記
』
同
年
二
月
五
日
条
）
と
あ
る
。
勅
問
を
受
け
て
菅
原
氏
一
門
が
九
条
家

を
提
訴
す
る
訴
状
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
訴
状
は
正
月
二
四
日
に
申
次
忠
富
に
送

ら
れ
て
い
る
（『
和
長
卿
記
』
同
日
条
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
天
皇
は
裁
判
権
を
行
使

す
る
立
場
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

加
害
者
の
九
条
政
基
・
尚
経
父
子
に
対
し
て
は
、
正
月
二
一
日
と
二
四
日
に
勅
使

白
川
忠
富
と
中
御
門
宣
胤
が
派
遣
さ
れ
、政
基
よ
り
「
准
后
申
詞
」
が
提
出
さ
れ
た
。

近
臣
で
元
伝
奏
の
親
長
は
、二
五
日
に
忠
富
か
ら
送
ら
れ
た「
菅
氏
之
輩
訴
状
」と「
准

后
申
詞
」
を
み
て
日
記
と
は
別
に
「
写
留
」
め
て
い
る
（『
親
長
卿
記
』
同
日
）。
裁

判
の
た
め
の
訴
人
と
論
人
の
訴
状
と
申
状
が
、
天
皇
の
申
次
白
川
忠
富
の
手
に
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
政
基
の
弁
明
書
で
あ
る
「
准
后
申
詞
」
の
全
文

は
現
存
の『
親
長
卿
記
』に
は
残
っ
て
い
な
い
。『
九
条
家
文
書
』一
五
一
一
号
に
は
、

「
唐
橋
在
数
殺
害
関
係
文
書
」
と
し
て
つ
ぎ
の
五
通
の
九
条
政
基
書
状
草
案
な
ど
が

残
る
。
さ
ら
に
『
後
法
興
院
記
』
に
も
九
条
政
基
書
状
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
を
整
理
す
れ
ば
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
は
、「
先
日
為
二
御
使
一
各
来
臨
之
後
、
爰
元
穢
気
日
数
過
候
者
、
必
以
レ
面
可
二

申
述
一
心
中
候
処
、
如
何
様
に
達
二

叡
聞
一
候
け
る
哉
」
と
書
き
は
じ
め
て
い
る
。

宛
先
は
中
御
門
大
納
言
殿
・
伯
二
位
殿
（
忠
富
）
と
な
っ
て
お
り
、
二
月
十
四
日
を

見
消
し
に
し
て
廿
一
日
と
訂
正
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
中
御
門
宣
胤
と
伯
白
川
忠

文
書
名

日

付

宛

名

典
拠

1
政
基
書
状
草
案
二
月
十
四
日
を
廿
一
日
に
訂
正
加
筆
宣
胤
・
伯
忠
富
宛

1511-1

2
政
基
書
状
案

二
月
廿
日

徳
大
寺
殿
（
実
淳
）

1511-2

3
政
基
書
状
草
案
二
月
十
日

松
木
殿
（
宗
綱
）

1511-3

4
政
基
書
状
案

墨
引
で
毀
破

1511-4

5
政
基
書
状
案

閏
二
月
四
日

甘
露
寺
殿
（
親
長
）

1511-5

6
准
后
書
状

条
々
事
書

『
後
法
興
院
記
』

2/10   
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后
申
詞
」
を
基
に
、
再
度
、
関
白
近
衛
家
＝
執
柄
家
を
介
し
て
天
皇
に
奏
達
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
新
し
く
作
成
し
直
し
て
書
状
と
と
も
に
近
衛
家
に
送
っ
た
九
条
家
の

「
事
書
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
か
ら
、1
と
3
の
政
基
草
案
は
、二
月
五
日
の
天
皇
御
前
定
の
あ
と
に
な
っ

て
か
ら
摂
家
解
官
に
つ
い
て
の
審
議
過
程
で
作
成
中
の
准
后
申
状
の
推
敲
草
案
と
み

ら
れ
る
。2
と
5
は
、徳
大
寺
実
淳
と
甘
露
寺
親
長
に
宛
て
た
手
続
き
文
書
で
あ
り
、

と
く
に
5
は
、
閏
二
月
二
日
に
「
抑
九
条
辺
事
、
今
日
可
レ
被
レ
閣
様
御
沙
汰
之
由

被
二
仰
出
一
云
々
、
甘
露
寺
入
道
、
勧
修
寺
前
大
納
言
等
御
談
合
云
々
」（『
実
隆
公

記
』
同
日
条
）
と
あ
る
。
後
述
す
る
ご
と
く
、
閏
二
月
二
日
の
後
土
御
門
天
皇
御
前

定
で
九
条
家
の
処
分
が
解
官
な
し
と
決
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
親
長
へ
の
礼
状
草
案

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

以
上
か
ら
、
在
数
殺
害
事
件
に
つ
い
て
、
天
皇
が
勅
使
を
被
害
の
菅
原
一
門
と
加

害
者
の
九
条
家
に
派
遣
し
て
、「
菅
氏
之
輩
訴
状
」
と
「
准
后
申
詞
」
と
い
う
訴
状

と
陳
状
を
出
さ
せ
て
裁
判
の
準
備
を
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
訴
状
と
申
文
は
、
両

者
と
も
に
勅
使
の
白
川
忠
富
・
中
御
門
宣
胤
に
提
出
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
天
皇
に

よ
る
公
家
裁
判
は
、
被
害
者
唐
橋
在
数
の
家
と
加
害
者
の
九
条
家
と
の
殺
害
事
件
と

し
て
訴
訟
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
被
害
者
の
唐
橋
家
が
属
す
る
菅
原
氏
一
門
と
加

害
者
の
九
条
家
が
属
す
る
摂
籙
家
一
門
と
の
訴
訟
・
裁
判
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
公
家
の
家
相
互
の
訴
訟
事
件
で
は
な
く
、
菅
原
氏
一
門
と
摂
籙
家
の
准
后
と

の
訴
訟
事
件
を
天
皇
が
調
停
・
裁
許
す
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
中
世
後
期
の
公
家
訴
訟
手
続
法
に
お
い
て
も
、
公
家
の
「
家
」
は
氏
族
制

的
原
理
か
ら
自
立
し
て
お
ら
ず
、氏
の
原
理
を
身
に
ま
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
中
世
公
家
訴
訟
が
「
訴
訟
を
権
門
に
寄
す
」
訴
訟
や
「
代
始
め
安
堵
」
の

裁
判
に
も
み
え
る
も
の
で
、「
氏
族
制
的
原
理
の
国
家
的
性
格
）
22
（

」
を
物
語
る
も
の
と

い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
室
町
期
に
お
い
て
も
「
家
門
安
堵
」
が
天
皇
や
室
町
殿

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
水
野
智
之
が
指
摘
し
て
い
る
）
23
（

。
こ
こ
で
も
家
の
原
理
が

氏
の
原
理
を
身
に
纏
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

富
が
勅
使
と
し
て
九
条
家
を
訪
れ
、
九
条
亭
が
死
穢
に
よ
っ
て
勅
使
に
対
面
で
き
な

い
時
期
に
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宣
胤
と
忠
富
が
勅
使
と
し
て
九
条
家
に
下
っ

た
の
が
、
正
月
二
一
日
と
二
四
日
の
二
度
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
拾
芥
記
』
と
『
親
長

卿
記
』
の
同
日
条
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
1
の
政
基
書
状
草
案
の
原
案
は
、
正
月
段

階
で
政
基
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
た
も
の
を
基
に
し
て
、
な
ん
ど
も
推
敲
さ
れ
、

二
月
段
階
に
も
十
四
日
と
廿
一
日
に
推
敲
の
筆
を
い
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

文
面
の
内
容
は
、
在
数
の
所
行
に
つ
い
て
文
明
十
二
年
の
家
領
算
勘
の
不
正
か
ら

明
応
五
年
正
月
二
日
に
助
太
刀
之
者
共
を
召
し
具
し
、四
日
に
は
家
門
を
取
り
替
え
、

七
日
に
も
推
参
し
た
所
行
を
記
録
し
、「
家
門
を
覆
す
家
僕
に
て
候
上
は
、
法
に
任

せ
仰
せ
付
け
候
了
、
万
機
輔
佐
之
家
と
し
て
、
家
門
を
覆
す
敵
を
成
敗
之
事
、
争
か

聊
爾
の
儀
た
る
べ
き
候
哉
」と
の
べ
る
。
こ
こ
で
は
、「
家
門
雑
務
不
義
の
余
」で「
譜

代
之
家
人
」
を
成
敗
し
た
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
。
九
条
家
で
は
、
家
父
長
が
家

人
に
対
す
る
成
敗
権
に
よ
り
処
刑
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
見
消
し
に
な
っ
て
い
る
部
分
に
「
就
致
二
国
家
之
狼
藉
一
、
被
レ
成
二

治
罰
之
宣
一
、
被
レ
准
二
朝
敵
一
者
、
繁
多
流
例
候
哉
、
既
覆
二
摂
政
家
一
之
条
、
且
者

可
レ
被
レ
比
二

御
敵
一
事
候
処
、
彼
氏
族
等
恣
之
申
状
剰
特
奏
事
不
実
等
を
相
交
候
、

如
レ
此
細
砕
之
篇
目
、
更
難
二

奏
聞
一
候
之
条
、
先
度
も
大
都
令
レ
申
候
」（
九
条
家

文
書1511-1

）
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
政
基
は
、「
菅
氏
之
輩
訴
状
」
を
受
け
取
っ

た
と
き
に
、「
先
度
」
に
「
申
」
し
た
奏
状
を
天
皇
に
提
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

正
月
二
四
日
に
提
出
さ
れ
た
陳
状
こ
そ
が
、最
初
の
天
皇
に
提
出
し
た
「
准
后
申
詞
」

と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。
政
基
は
最
初
の
申
状
を
も
と
に
再
度
、
申
文
の
推
敲
を
く

り
返
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

6
の
准
后
書
状
は
、「
事
書

就
二
在
数
朝
臣
之
儀
一
、
被
レ
申
状
条
々
恣
事
」
と

書
き
は
じ
め
て
、菅
氏
申
状
の
三
箇
条
に
対
す
る
反
論
の
「
条
々
」
を
書
い
て
い
る
。

簡
末
に
は
「
仍
菅
氏
申
状
濫
訴
之
次
第
、
可
レ
然
様
為
二
執
柄
御
奏
達
一
可
レ
為
二
要
道
一

候
」
と
書
き
止
め
て
い
る
（『
後
法
興
院
記
』
同
年
二
月
十
日
条
）。
し
た
が
っ
て
、

6
の
書
状
は
、「
菅
氏
之
輩
訴
状
」
の
「
条
々
」
へ
の
政
基
の
反
論
を
認
め
た
「
准
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﹇
公
家
裁
判
に
つ
い
て
の
勅
問
の
輩
﹈

第
二
に
、
後
土
御
門
天
皇
は
、
勅
使
や
女
房
奉
書
を
通
じ
て
、
処
分
案
を
示
し
な

が
ら
、「
勅
問
」
を
発
し
て
、
主
要
な
人
物
に
意
見
具
申
を
聴
聞
し
て
い
る
。

勅
問
を
受
け
た
人
物
と
勅
使
・
日
次
を
整
理
す
れ
ば
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

後
土
御
門
天
皇
が
勅
問
で
意
見
具
申
を
も
と
め
た
相
手
は
、
内
大
臣
二
条
尚
基
、

甘
露
寺
大
納
言
入
道
親
長
の
二
人
で
あ
り
、
と
く
に
老
近
臣
の
親
長
に
集
中
し
て
い

る
。
内
大
臣
二
条
尚
基
が
も
っ
と
も
早
く
、
甘
露
寺
入
道
親
長
が
頻
繁
に
天
皇
に
勅

問
を
う
け
、意
見
具
申
を
し
て
い
る
。
二
条
家
へ
の
勅
問
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、

頭
弁
中
御
門
宣
秀
に
女
房
奉
書
で
、
勅
問
が
あ
っ
た
こ
と
を
九
条
家
に
伝
え
ぬ
よ
う

に
内
大
臣
二
条
尚
基
に
命
じ
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
（『
宣
秀
卿
記
』
同
年
正
月

十
日
条
）。
摂
家
の
中
で
弱
体
で
あ
っ
た
二
条
家
は
、
良
基
・
持
基
ら
が
将
軍
義
満
・

義
持
に
接
近
し
て
室
町
殿
へ
の
公
家
作
法
の
指
南
を
通
じ
て
勢
力
を
張
っ
た
。
禁
裏

に
対
し
て
は
即
位
灌
頂
の
新
作
法
の
導
入
に
よ
っ
て
、
公
武
廷
臣
の
世
界
で
の
重
鎮

と
な
っ
て
い
た
）
24
（

。
天
皇
が
内
々
に
二
条
尚
基
に
意
見
を
徴
し
た
こ
と
が
の
ち
に
関
白

の
交
替
問
題
に
直
結
し
た
こ
と
は
後
述
す
る
。

甘
露
寺
親
長
は
、
職
事
弁
官
か
ら
中
納
言
に
の
ぼ
る
名
家
の
出
身
で
、
敷
奏
宣
下

を
受
け
賀
茂
伝
奏
・
遷
幸
伝
奏
を
は
じ
め
儀
式
伝
奏
を
な
が
く
つ
と
め
た
。
後
花
園
・

後
土
御
門
天
皇
二
代
の
「
近
臣
祗
候
之
輩
」（『
親
長
卿
記
』
文
明
五
年
正
月
四
日
条
）

の
一
人
と
な
っ
て
い
た
。
後
土
御
門
天
皇
は
、
文
明
年
間
に
晩
年
の
親
長
に
裁
判
や

公
事
に
つ
い
て
頻
繁
に
相
談
し
て
意
見
具
申
を
も
と
め
て
い
た
。

天
皇
が
職
事
弁
官
や
近
臣
に
勅
問
を
発
す
べ
き
こ
と
は
『
禁
秘
抄
』
に
も
記
載
さ

勅
問
の
輩

内
容

御
使

派
遣
日
時

典
拠

1
内
大
臣
二
条
尚
基

勅
問

勅
使
頭
弁
宣
秀

正
月
十
日

『
宣
秀
卿
記
』

2
大
納
言
入
道
親
長

白
川
忠
富
・
庭
田
重
経

正
月
二
三
日
『
親
長
卿
記
』

3
同

勅
問

女
房
奉
書

正
月
二
四
日

同
上

4
同

勅
問

伯
忠
富

正
月
二
五
日

同
上

れ
て
お
り
、
院
政
期
に
は
「
勅
問
之
輩
」
が
撰
ば
れ
、
鎌
倉
期
に
は
、
議
奏
＝
評
定

衆
と
は
別
に
、
天
皇
が
主
要
な
人
物
に
勅
使
や
女
房
奉
書
で
勅
問
を
発
し
た
。
こ
れ

を
在
宅
諮
問
と
概
念
化
す
る
説
も
生
ま
れ
て
い
る
）
25
（

。
勅
問
が
伝
統
的
な
国
政
運
営
の

方
法
で
あ
り
、
天
皇
作
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
室
町
・
戦
国
期
に
も
継
続
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

﹇
武
家
に
申
し
て
罪
科
の
沙
汰
に
及
ぶ
か
﹈

天
皇
に
よ
る
老
近
臣
親
長
へ
の
勅
問
の
内
容
が
、
時
間
の
推
移
と
と
も
に
変
化
し

て
い
る
。
正
月
二
三
日
の
晩
に
勅
使
の
伯
忠
富
と
頭
中
将
庭
田
重
経
が
親
長
に
伝
え

た
後
土
御
門
天
皇
の
勅
問
の
内
容
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

「
今
度
就
二
在
数
朝
臣
事
一
、准
后
并
幕
下
等
進
退
絶
二
于
常
篇
一
、若
被
二
打
置
一
者
、

向
後
為
二
傍
見
一
不
レ
可
レ
然
、
何
様
可
レ
有
二
沙
汰
一
哉
、
被
レ
申
二
武
家
一
可
レ
及
二

罪
科
之
沙
汰
一
歟
如
何
」（『
親
長
卿
記
』
同
年
正
月
二
三
日
条
）

こ
こ
で
は
、
唐
橋
在
数
殺
害
事
件
に
つ
い
て
、
天
皇
は
「
常
篇
に
絶
す
」
と
判
断

し
、
政
基
・
尚
経
を
放
置
す
れ
ば
将
来
に
禍
根
を
残
す
の
で
ど
の
よ
う
に
沙
汰
し
た

ら
い
い
か
、
ま
た
武
家
に
申
し
て
「
罪
科
之
沙
汰
」
に
及
ぶ
か
否
か
の
二
点
に
つ
い

て
意
見
具
申
を
も
と
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
す
る
親
長
申
詞
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
あ
る

「
予
申
云
、
今
度
九
条
准
后
（
政
基
）
并
右
幕
下
尚
経
等
所
行
、
言
語
道
断
事
也
。

被
レ
申
二
武
家
一
及
二
御
沙
汰
一
、
自
然
有
二
重
科
之
沙
汰
一
歟
、
其
儀
併
可
レ
有
二

叡
慮
一
之
由
」（『
親
長
卿
記
』
同
日
条
）

老
近
臣
親
長
は
、
九
条
父
子
の
行
動
を
「
言
語
道
断
」
と
批
判
す
る
が
、
武
家
に

申
し
て
沙
汰
す
る
方
式
は
万
一
の
「
重
科
之
沙
汰
」
に
相
当
す
る
場
合
で
あ
る
と
し

て
、
む
し
ろ
慎
重
な
対
応
を
天
皇
に
申
し
入
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
か
ら
、
公
家
間
の
殺
害
傷
害
事
件
に
つ
い
て
天
皇
の
裁
判
権
が
存
在
し
て
お

り
、「
重
科
之
沙
汰
」
と
天
皇
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
天
皇
か
ら
武
家
に
申
請
し

て
御
沙
汰
＝
処
罰
権
の
行
使
を
行
う
と
い
う
裁
判
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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具
体
的
な
事
例
と
し
て
は
、
応
永
二
七
年
（
一
四
二
○
）、
後
小
松
院
が
武
家
伝

奏
を
通
じ
て
室
町
殿
に
仙
洞
御
所
侍
の
処
刑
を
命
じ
た
事
例
が
あ
る
）
26
（

。
こ
れ
が
史
料

上
は
「
武
家
御
沙
汰
」
と
も
い
わ
れ
、
室
町
期
天
皇
制
は
、
裁
判
権
は
天
皇
が
掌
握

し
て
お
り
、
天
皇
が
武
家
に
申
し
て
処
分
を
命
じ
る
こ
と
は
重
大
犯
罪
事
件
に
限
定

さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
親
長
は
、
天
皇
が
暴
力
装
置
と
し
て
幕
府
機

構
を
動
員
し
て
処
分
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
「
重
科
之
沙
汰
」
に
限
る
と
い
う
認
識

を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
在
数
事
件
は
公
家
内
部
で
の
天
皇
裁
判
に
か
け
る
も

の
で
、
天
皇
が
武
家
に
申
し
て
沙
汰
す
る
「
重
罪
之
沙
汰
」
に
当
ら
な
い
と
の
判
断

を
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
叡
慮
あ
る
べ
き
と
し
て
武
家
沙
汰
に
慎
重
な
対
応
を
後

土
御
門
天
皇
に
進
言
し
た
の
で
あ
る
。

﹇
第
一
回
天
皇
御
前
定
の
参
加
者
﹈

湯
川
が
公
家
裁
判
と
よ
ん
だ
伝
奏
公
卿
ら
の
合
議
は
天
皇
が
出
御
し
て
二
月
五
日

内
裏
で
開
催
さ
れ
た
（『
親
長
卿
記
』
明
応
五
年
二
月
五
日
条
）。
こ
れ
ま
で
、
室
町

期
天
皇
に
よ
る
政
務
処
理
の
具
体
像
に
つ
い
て
検
討
し
た
研
究
が
な
い
の
で
、
以
下

検
討
し
よ
う
。

天
皇
が
出
席
し
て
の
内
裏
で
の
公
家
裁
判
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
出
席
者
へ
の

「
觸
」
＝
散
状
・
廻
文
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

「
来
月
五
日
申
沙
汰
事
、摂
家
以
下
事
可
二
相
催
一
之
由
、自
二
伝
奏
一
被
レ
示
送
レ
之
、

得
二
其
意
一
之
由
報
了
」（『
実
隆
公
記
』
明
応
五
年
正
月
二
五
日
条
）

「
来
月
五
日
摂
家
以
下
申
沙
汰
之
事
、
昨
今
粗
觸
申
了
」（『
実
隆
公
記
』
同
年
正

月
二
七
日
条
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
正
月
二
五
日
と
二
七
日
前
後
の
段
階
で
、
権
大
納
言
で
侍
従
の

三
条
西
実
隆
に
対
し
て
、
来
月
五
日
に
摂
家
以
下
の
裁
判
に
つ
い
て
会
議
が
予
定
さ

れ
、
そ
こ
に
出
席
す
る
よ
う
に
「
示
」「
觸
」
が
「
伝
奏
」
か
ら
届
け
ら
れ
、
実
隆

も
出
席
を
約
束
し
た
請
文
を
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、十
日
前
に
は
、

天
皇
が
出
席
し
て
九
条
家
の
在
数
殺
害
事
件
に
関
す
る
裁
判
の
会
議
が
予
定
さ
れ
、

出
席
者
に
対
し
て
伝
奏
か
ら
出
席
要
請
の
催
促
状
と
し
て
散
状
・
廻
文
が
発
給
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

天
皇
の
政
務
処
理
方
式
に
は
定
と
政
と
奏
事
が
存
在
し
た
。
御
前
定
・
殿
上
定
で

は
天
皇
が
出
御
し
参
加
者
を
ま
え
も
っ
て
選
定
し
て
い
た
。
室
町
・
戦
国
期
に
も
出

席
者
に
事
前
に
散
状
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
政
務
処
理
ル
ー
ト
と
し
て
御
前

定
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

二
月
五
日
の
裁
判
沙
汰
の
内
実
に
つ
い
て
は
、『
親
長
卿
記
』
二
月
五
日
条
が
唯

一
の
裁
判
史
料
で
あ
る
の
で
全
文
を
あ
げ
る
。

「
五
日
、晴
、有
レ
召
参
内
外
姿
、勧
修
寺
前
大
納
言
同
参
仕
外
姿
、参
二
東
面
御
懸
、

御
庭
一〈
有
二
置
縁
一
〉、
出
二-

御
妻
戸
間
一
、
予
勧
修
寺
前
大
納
言
等
昇
二
置
縁
一
、

伯
二
位
〈
忠
富
王
、直
衣
〉、兼
在
二-

簀
子
一
、仰
云
、准
后
并
右
大
将
等
進
退
事
、

御
沙
汰
之
様
、
可
レ
為
二
何
様
一
候
哉
、
摂
籙
之
輩
御
罪
科
先
規
、
被
レ
尋
二
両
局
一

之
処
、
師
富
朝
臣
不
レ
得
二
所
見
一
、
時
元
聊
有
二
申
旨
一〈
其
状
忘
却
〉、
可
レ
為
二

如
何
一
哉
云
々
、
条
々
有
二
仰
旨
一
、
被
レ
止
二
官
位
一
歟
、
予
申
云
、
位
階
事
不
審
、

准
后
事
沙
汰
外
歟
、
幕
下
事
、
仰
之
上
者
、
可
レ
有
二
解
官
一
歟
、
勧
前
亜
相
同

心
、
然
者
可
レ
有
二
解
官
一
之
由
、
可
レ
申
二
関
白
一
、
其
後
、
可
レ
仰
二
職
事
一
之
由
、

被
レ
仰
二
勧
修
寺
前
大
納
言
一
了
、
其
次
条
々
及
二
御
閑
談
一
」（『
親
長
卿
記
』）

湯
川
は
、
こ
の
史
料
か
ら
公
家
裁
判
に
つ
い
て
「
裁
判
の
指
揮
を
と
る
の
は
伝
奏

で
、
勧
修
寺
教
秀
が
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
天
皇
は
妻
戸
間
に
出
御
。
奉
行
は
庭
田
重

経
で
弁
官
は
大
宮
時
元
、
外
記
は
押
小
路
師
富
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
甘
露
寺
親
長

と
白
川
忠
富
王
も
伝
奏
で
あ
ろ
う
か
。
当
事
者
の
出
廷
は
な
い
」
と
指
摘
し
た
）
27
（

。

確
か
に
、
親
長
も
「
召
あ
り
参
内
」
と
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
召
」
こ
そ
、『
実

隆
公
記
』
に
よ
る
「
伝
奏
」
に
よ
る
「
觸
」
で
あ
ろ
う
か
ら
、
伝
奏
勧
修
寺
教
秀
が

散
状
・
廻
文
で
関
係
者
を
招
集
し
た
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。
甘
露
寺
親
長
と
白
川

忠
富
が
参
内
し
て
「
東
面
」
に
参
仕
し
、
後
土
御
門
天
皇
は
妻
戸
間
に
出
席
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
三
月
九
日
午
後
に
「
於
二
学
問
所
妻
戸
内
一
、

有
二
御
対
面
一
」（『
親
長
卿
記
』）
と
あ
る
か
ら
、
学
問
所
妻
戸
間
に
天
皇
が
伝
奏
を
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呼
ん
で
対
面
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
殿
上
で
の
御
前
定
と
確
認
で
き
る
。
実
隆
は
、

九
条
家
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
、
欠
席
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
実
隆
公
記
』
に

は
伝
聞
記
載
し
か
み
ら
れ
な
い
。

出
席
者
の
甘
露
寺
親
長
は
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
の
時
点
で
「
当
年
は
い

よ
い
よ
老
く
つ
も
な
を
無
二
正
体
一
候
ほ
と
に
条
々
辞
退
」
と
し
て
「
賀
茂
伝
奏
事
、

大
納
言
事
、
按
察
事
、
十
日
御
会
事
」
の
四
つ
の
辞
職
を
申
し
出
た
（『
親
長
卿
記
』

明
応
二
年
二
月
四
日
）。
実
際
に
は
六
月
一
五
日
に
辞
し
て
本
座
宣
下
を
う
け
八
月

二
七
日
出
家
し
て
法
名
蓮
空
を
号
し
て
す
べ
て
の
公
職
を
退
い
た
。
そ
の
後
も
勅
問

に
預
か
っ
て
い
る
事
例
が
多
い
）
28
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
時
点
で
は
も
は
や
湯
川
が
想
定

し
た
「
伝
奏
」
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
拾
遺
亜
相
」（『
後
法
興
院
記
』
明
応

五
年
二
月
二
七
日
条
）
と
よ
ば
れ
て
、
出
家
し
て
お
り
、
も
は
や
伝
奏
で
は
な
か
っ

た
。
天
皇
の
召
に
よ
っ
て
近
臣
の
相
談
役
と
し
て
御
前
定
に
召
集
さ
れ
た
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

勧
修
寺
教
秀
は
、「
惣
用
方
勧
修
寺
大
納
言
伝
奏
」（『
親
長
卿
記
』
文
明
十
二
年

正
月
一
日
条
）と
あ
り
、明
応
五
年
六
月
三
日
に「
仍
武
家
伝
奏
辞
退
」（『
親
長
卿
記
』）

と
あ
る
。
二
日
後
の
五
日
、
侍
従
大
納
言
三
条
西
実
隆
の
「
執
申
」
に
よ
っ
て
「
准

大
臣
可
レ
預
二
朝
参
一
之
由
宣
下
」（『
公
卿
補
任
』
明
応
五
年
条
）
と
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
時
点
で
は
教
秀
は
惣
用
伝
奏
と
武
家
伝
奏
を
兼
任
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
正
月
二
五
日
に
実
隆
に
こ
の
日
の
会
議
の
通
知
を
出
し
た
「
伝
奏
」
は
勧

修
寺
教
秀
と
判
断
さ
れ
る
。
彼
が
、「
摂
家
以
下
事
」
の
裁
判
事
項
を
担
当
す
る
儀

式
伝
奏
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
湯
川
説
は
正
鵠
を
射
て
い
る
。

白
川
忠
富
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
「
申
次
」（『
親
長
卿
記
』
文
明
四
年
十
一
月
二

日
条
）
と
あ
り
「
非
二
伝
奏
之
仁
一
、
非
二
職
事
一
、
不
レ
可
レ
説
」（『
同
』
文
明
九
年

十
月
十
八
日
）
と
あ
る
。
白
川
忠
富
は
伯
二
位
で
神
祇
伯
を
兼
任
し
て
い
る
が
、
伝

奏
で
も
な
く
職
事
で
も
な
く
、
申
次
・
近
臣
と
し
て
、
天
皇
御
前
定
に
召
さ
れ
た
も

の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勅
使
と
し
て
訴
状
・
申
状
を
受
理
し
て
い
る
か
ら
、

御
前
定
に
召
集
さ
れ
て
当
然
で
あ
る
。

当
日
の
会
議
が
終
了
し
た
直
後
に
つ
い
て
、親
長
は
「
其
後
、可
レ
仰
二
職
事
一
之
由
、

被
レ
仰
二
勧
修
寺
前
大
納
言
一
了
」
と
記
し
て
い
る
。
後
土
御
門
天
皇
は
職
事
に
天
皇

の
仰
を
命
じ
る
よ
う
に
伝
奏
教
秀
に
指
示
を
出
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、翌
日「
摂

家
解
官
事
、
以
二
頭
中
将
一
先
例
可
二
注
進
申
一
之
由
被
二
仰
下
一
間
」
と
の
報
告
が
官

務
大
宮
時
元
か
ら
近
衛
政
家
に
出
さ
れ
て
い
る
（『
後
法
興
院
記
』
明
応
五
年
二
月

六
日
条
）。
天
皇
が
出
席
し
た
合
議
で
の
結
論
が
、
天
皇
―
伝
奏
教
秀
―
頭
中
将
重

経
―
官
務
大
宮
時
元
と
い
う
命
令
系
統
に
よ
っ
て
官
僚
機
構
を
機
能
さ
せ
て
い
た
こ

と
が
判
明
す
る
。
湯
川
が
今
回
の
天
皇
御
前
で
の
「
奉
行
」
を
頭
中
将
庭
田
重
経
が

勤
め
た
と
す
る
見
解
は
正
鵠
を
い
た
も
の
と
い
え
る
。九
条
事
と
い
わ
れ
る
裁
判
は
、

伝
奏
勧
修
寺
教
秀
・
奉
行
職
事
庭
田
重
経
の
担
当
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

室
町
期
の
政
務
処
理
ル
ー
ト
に
つ
い
て
の
研
究
は
な
い
が
、上
記
の
裁
判
沙
汰
は
、

天
皇
が
出
御
し
、
そ
の
御
前
で
、
伝
奏
と
職
事
が
参
加
者
を
召
集
し
て
意
見
を
聴
し

て
天
皇
の
決
裁
を
仰
ぐ
と
い
う
次
第
を
と
っ
て
い
る
。
院
政
期
の
政
務
処
理
の
殿
上

定
・
御
前
定
に
つ
い
て
は
天
皇
が
出
御
し
て
議
奏
の
も
の
を
選
定
し
て
召
集
し
た
方

式
が
、
平
安
期
当
初
か
ら
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
坂
本
賞
三
・
美
川
圭
に
よ
る
論
争
が

あ
る
。
鎌
倉
期
亀
山
院
政
下
で
の
朝
廷
訴
訟
に
つ
い
て
は
本
郷
和
人
が
伝
奏
に
よ
っ

て
議
奏
＝
評
定
衆
に
召
集
が
な
さ
れ
、
職
事
弁
官
や
文
殿
衆
が
参
加
し
て
評
定
が
な

さ
れ
、
参
加
者
の
意
見
を
え
て
天
皇
・
院
の
意
思
決
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
弘
安
七
年
の
評
定
衆
に
は
摂
関
家
・
清
華
家
・
名
家
か
ら
選
定
さ
れ
、

次
第
に
名
家
が
漸
増
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
29
（

。
室
町
期
の
場
合
に
も
、

天
皇
御
前
で
の
評
定
に
招
集
さ
れ
た
勧
修
寺
教
秀
・
甘
露
寺
親
長
は
い
ず
れ
も
名
家

で
、
召
集
さ
れ
た
が
欠
席
し
た
三
条
西
実
隆
は
羽
林
家
で
あ
り
、
こ
こ
に
職
事
弁
官

が
参
加
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
室
町
期
の
天
皇
が
出
御
し
て
の
裁
判
沙
汰
は
、

御
前
定
の
評
定
で
あ
っ
た
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。

﹇
室
町
期
に
お
け
る
天
皇
・
女
房
・
職
事
と
弁
官
局
外
記
局
の
関
係
﹈

湯
川
が
弁
官
大
宮
時
元
、
外
記
押
小
路
師
富
も
公
家
裁
判
に
出
席
し
た
と
す
る
の
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は
失
考
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
親
長
に
よ
る
当
日
の
議
事
録
で
は
「
摂
籙
之
輩
御

罪
科
先
規
、被
レ
尋
二
両
局
一
之
処
、師
富
朝
臣
不
レ
得
二
所
見
一
、時
元
聊
有
二
申
旨
一
〈
其

状
忘
却
〉」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
摂
籙
罪
科
の
先
例
に
つ
い
て
「
両
局
」
に
尋
沙
汰

し
て
、
中
原
師
富
が
所
見
を
え
ず
と
答
え
、
大
宮
時
元
は
先
例
を
申
し
述
べ
た
。
つ

ま
り
、
師
富
・
時
元
の
二
人
は
「
両
局
」
の
担
当
者
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
別
の
史
料
に「
局
務
師
富
朝
臣
」（『
親
長
卿
記
』明
応
六
年
三
月
九
日
条
）、「
官

務
時
元
」（『
晴
富
宿
禰
記
』
明
応
四
年
正
月
一
日
条
）
と
あ
る
か
ら
、
二
人
は
外
記

局
の
局
務
、
弁
官
局
の
官
務
と
し
て
職
務
を
果
た
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。「
両

局
」が
天
皇
の
御
前
で
の
沙
汰
に
際
し
て
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
か
は
、『
実
隆
公
記
』

同
年
二
月
五
日
条
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
及
レ
晩
、
師
富
朝
臣
来
、
就
二
在
数
朝
臣
事
一
如
レ
此
之
先
例
有
レ
之
否
事
、
并
摂

家
御
罪
科
之
儀
先
規
如
何
様
哉
之
由
、
両
条
両
局
可
二
勘
申
一
之
由
、
以
二
女
房

奉
書
一
被
レ
仰
二
頭
中
将
一
、
師
富
朝
臣
両
条
共
以
無
二
覚
悟
一
之
由
申
入
云
々
、

時
元
松
殿
関
白
例
勘
二-

申
之
一
云
々
、是
非
正
例
、如
何
之
由
師
富
朝
臣
語
レ
之
、」

こ
れ
は
、
禁
裏
で
二
月
五
日
の
御
前
定
を
終
え
た
晩
に
局
務
中
原
師
富
が
侍
従
権

大
納
言
三
条
西
実
隆
に
報
告
し
た
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
局
務
中
原
師
富
と
官

務
大
宮
時
元
へ
の
勘
申
は
、
天
皇
の
女
房
奉
書
に
よ
っ
て
頭
中
将
庭
田
重
経
に
命
じ

ら
れ
、
両
局
が
頭
中
将
の
命
令
を
受
け
て
勘
申
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
両
局
は
は
じ

め
か
ら
御
前
定
に
出
席
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
御
前
で
の
伝
奏
や
近
臣
ら

の
審
議
が
進
展
す
る
な
か
で
、
摂
家
処
分
の
前
例
調
査
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
、
両

局
に
勘
文
の
作
成
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
手
続
き
は
天
皇
の
命
と
し
て
女
房
奉
書
に

よ
っ
て
頭
中
将
を
介
し
て
両
局
に
命
じ
ら
れ
た
。

室
町
期
官
務
・
局
務
の
職
務
は
、「
両
局
輩
」
と
も
呼
ば
れ
る
六
位
外
記
史
と
と

も
に「
分
配
」に
よ
っ
て
チ
ー
ム
で
勘
申
や
公
文
書
発
給
な
ど
の
実
務
作
業
に
あ
た
っ

て
い
た
こ
と
が
『
康
富
記
』
な
ど
か
ら
明
白
で
あ
る
）
30
（

。
上
記
の
例
は
官
務
・
局
務
と

い
う
弁
官
局
と
外
記
局
が
頭
中
将
・
頭
弁
の
職
事
弁
官
の
指
揮
下
に
あ
り
、
女
房
奉

書
の
命
令
を
受
け
て
機
能
と
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
興
味
深
い
。
こ
の

こ
と
は
、
室
町
期
禁
裏
の
女
房
・
職
事
弁
官
・
外
記
局
・
弁
官
局
が
、
天
皇
の
命
令

を
執
行
す
る
内
廷
の
中
央
執
行
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

か
つ
て
、
私
は
、
拙
著
で
職
事
弁
官
政
治
論
を
提
起
し
、
弁
官
局
が
弁
官
部
門
と

大
少
史
部
門
の
二
重
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
弁
官
部
門
が
職
事
弁
官
を
介
し
て
国
家

意
思
決
定
の
た
め
の
連
絡
合
議
に
あ
た
り
、
大
少
史
部
門
が
行
政
執
行
に
従
事
し
た

こ
と
を
指
摘
し
た
）
31
（

。
拙
著
の
示
し
た
中
央
官
僚
機
構
の
職
事
弁
官
機
構
論
の
枠
組
み

が
室
町
戦
国
期
に
お
い
て
も
基
本
的
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
弁

官
局
・
外
記
局
が
中
原
・
清
原
家
の
官
司
請
負
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
通
説
に
対
し

て
、
六
位
外
記
史
は
非
官
司
請
負
で
あ
る
と
す
る
重
要
な
指
摘
が
遠
藤
珠
紀
に
よ
っ

て
提
起
さ
れ
、
両
局
輩
の
機
能
と
役
割
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
）
32
（

。
し
か
し
、
官
務
・

局
務
が
だ
れ
の
命
令
を
受
け
る
行
政
執
行
機
関
で
あ
り
、
な
に
ゆ
え
ど
の
よ
う
な
歴

史
的
役
割
を
果
た
し
た
官
僚
機
関
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
る
。

中
世
後
期
に
お
い
て
、
外
記
局
が
外
記
宣
旨
を
発
給
す
る
重
要
官
僚
機
関
で
あ
っ

た
こ
と
）
33
（

、
外
記
局
と
な
ら
ぶ
弁
官
局
も
弁
官
宣
旨
を
発
給
す
る
重
要
機
関
で
あ
っ
た

こ
と
は
『
時
元
下
請
符
集
』〔
歴
博
所
蔵
船
橋
清
原
家
旧
蔵
史
料
〕
か
ら
明
白
で
あ
る
。

室
町
戦
国
期
の
両
局
と
六
位
外
記
史
の
上
司
は
伝
奏
・
職
事
弁
官
で
あ
り
、
天
皇
直

属
の
中
央
行
政
執
行
機
関
で
あ
っ
た
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
明
応
年
中
、
局
務
・
官
務
の
両
局
が
惣
用
・
武
家
伝
奏
・
頭

中
将
の
指
揮
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
両
局
の
下
部
組
織
で
あ
る
六
位
外
記
史
と
と

も
に
「
両
局
輩
」
と
呼
ば
れ
、
天
皇
御
前
定
の
行
政
実
務
の
執
行
機
関
に
な
っ
て
い

た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

﹇
第
一
回
御
前
定
の
審
議
内
容
﹈

明
応
五
年
二
月
五
日
、
天
皇
御
前
定
で
の
議
題
は
、
は
じ
め
「
准
后
并
右
大
将
等

進
退
事
、
御
沙
汰
之
様
、
可
レ
為
二
何
様
一
候
哉
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（『
親
長

卿
記
』）。
加
害
者
の
九
条
政
基
・
尚
経
父
子
の
二
人
の
処
分
案
が
検
討
さ
れ
た
。
審

議
の
方
向
は
「
摂
籙
之
輩
御
罪
科
先
規
」
に
つ
い
て
「
両
局
」
に
勘
申
を
尋
問
し
て
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い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
正
月
二
三
日
の
勅
使
伯
忠
富
と
頭
中
将
庭
田
重
経
に
よ
る
親

長
へ
の
勅
問
内
容
が
「
武
家
に
申
さ
れ
罪
科
之
沙
汰
に
及
ぶ
べ
き
歟
如
何
」（『
親
長

卿
記
』
同
年
正
月
二
三
日
）
と
い
う
も
の
か
ら
変
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
親

長
は
、
武
家
沙
汰
に
及
ぶ
こ
と
は
「
重
科
之
御
沙
汰
」
で
あ
る
べ
き
で
、
今
回
は
慎

重
な
配
慮
が
必
要
だ
と
の
意
見
具
申
を
し
て
い
た
。
御
前
定
の
審
議
で
は
、
武
家
＝

室
町
幕
府
へ
の
上
申
は
せ
ず
に
、
摂
籙
家
の
罪
科
の
先
例
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
天

皇
を
含
む
関
係
者
の
合
議
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
条
々
有
二
仰
旨
一
、

被
レ
止
二
官
位
一
歟
」
と
あ
り
、
天
皇
に
よ
る
九
条
家
処
分
案
が
官
位
の
停
止
に
一
本

化
し
は
じ
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
月
五
日
御
前
定
で
の
参
加
者
で
あ
る
伝
奏
・
近
臣
ら
の
評
定
を
具
体
的
に
み
て

み
よ
う
。
ま
ず
、
親
長
の
発
言
は
、「
予
申
云
、
位
階
事
不
審
、
准
后
事
沙
汰
外
歟
、

幕
下
事
、
仰
之
上
者
、
可
レ
有
二
解
官
一
歟
、
勧
前
亜
相
同
心
、
然
者
可
レ
有
二
解
官
一

之
由
、
可
レ
申
二
関
白
一
、
其
後
、
可
レ
仰
二
職
事
一
之
由
、
被
レ
仰
二
勧
修
寺
前
大
納
言

一
了
、
其
次
条
々
及
二
御
閑
談
一
」（『
親
長
卿
記
』
二
月
五
日
条
）
と
あ
る
。
親
長
は

位
階
の
不
審
か
ら
、
准
后
政
基
は
位
階
官
職
を
辞
し
て
い
る
と
し
て
処
分
の
対
象
外

と
し
、
幕
下
（
左
大
将
）
九
条
尚
経
の
解
官
案
を
提
案
し
た
。
恐
ら
く
、
天
皇
の
怒

り
と
心
情
を
察
し
て
の
提
案
と
考
え
ら
れ
る
。

伝
奏
勧
修
寺
政
秀
の
発
言
は
「
同
心
」
と
あ
る
の
み
で
、
親
長
の
意
見
に
賛
同
し

た
。
そ
の
結
果
、
天
皇
は
、
左
大
将
九
条
尚
経
解
官
案
の
検
討
を
関
白
近
衛
尚
通
に

命
じ
、
そ
の
後
、
職
事
に
も
命
じ
る
よ
う
に
伝
奏
勧
修
寺
政
秀
に
仰
が
下
っ
た
。
勅

定
が
出
た
。
九
条
政
基
・
尚
経
に
対
す
る
「
重
科
之
沙
汰
」
や
「
武
家
に
申
さ
れ
罪

科
之
沙
汰
に
及
ぶ
」
と
い
う
処
分
方
法
は
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
現
任
の
九
条

尚
経
左
大
将
解
官
と
い
う
処
分
の
原
案
が
天
皇
の
意
思
表
示
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

以
上
、
湯
川
が
「
公
家
裁
判
」
と
呼
ん
だ
審
議
の
経
過
を
み
る
と
、
訴
状
と
申
状

は
勅
使
に
よ
っ
て
催
促
さ
れ
、勅
使
で
天
皇
の
申
次
白
川
忠
富
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

御
前
定
の
日
時
に
つ
い
て
は
、
伝
奏
が
関
係
者
に
觸
を
出
し
て
召
に
よ
っ
て
参
内
さ

せ
た
。
天
皇
が
出
席
し
て
の
御
前
定
の
評
定
で
は
、
伝
奏
・
頭
中
将
・
近
臣
が
参
加

し
、
関
係
者
に
勅
問
が
出
さ
れ
、
意
見
具
申
を
も
と
め
た
。
伝
奏
勧
修
寺
教
秀
、
頭

中
将
庭
田
重
忠
を
奉
行
と
し
て
審
議
を
行
い
、
女
房
奉
書
で
両
局
輩
に
勘
申
を
命
じ

る
場
合
も
あ
り
、
天
皇
の
裁
決
が
な
さ
れ
た
。
勅
定
は
伝
奏
か
ら
関
白
や
職
事
に
伝

え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
裁
判
手
続
き
が
勅
使
や
勅
問
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
、
撰

ば
れ
た
伝
奏
・
近
臣
・
職
事
が
天
皇
の
御
前
で
審
議
し
て
裁
決
を
え
て
い
る
。

天
皇
に
よ
る
御
前
定
の
裁
判
シ
ス
テ
ム
を
幕
府
の
訴
訟
制
度
と
比
較
す
る
と
、
類

似
す
る
も
の
が
あ
る
。
将
軍
の
御
前
沙
汰
や
『
御
前
落
居
記
録
』
に
み
る
将
軍
親
裁

も
、
補
任
さ
れ
た
別
奉
行
が
訴
状
を
受
理
す
る
と
、
将
軍
に
披
露
さ
れ
庭
中
沙
汰
と

な
る
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
た
。
義
教
・
義
政
期
に
御
前
沙
汰
と
い
う
将
軍
親
裁

と
い
う
制
度
化
が
進
展
し
た
と
い
う
）
34
（

。
天
皇
の
場
合
も
ほ
ぼ
同
一
時
期
に
該
当
し
て

お
り
、
同
じ
政
治
動
向
が
志
向
さ
れ
て
お
り
、
天
皇
の
御
前
定
を
天
皇
勅
裁
の
裁
判

制
度
と
し
て
概
念
化
し
て
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
月
五
日
以
降
の
焦
点
は
、
九
条
幕
下
解
官
と
い
う
処
分
案
を
め
ぐ
っ
て
第
二
段

階
の
審
議
に
入
っ
て
い
く
。
九
条
家
処
分
案
は
、
摂
籙
解
官
と
し
て
五
摂
家
筆
頭
・

関
白
・
氏
長
者
の
近
衛
家
が
強
行
に
反
対
す
る
こ
と
に
な
る
。

❷
九
条
尚
経
解
官
を
め
ぐ
る
天
皇
御
前
定
と

二
つ
の
官
僚
制
・
主
従
制
の
矛
盾

﹇
近
衛
政
家
父
子
・
三
条
西
実
隆
へ
の
勅
問
﹈

二
月
五
日
御
前
定
で
摂
家
罪
科
の
先
例
調
査
を
弁
官
・
外
記
局
で
調
査
す
る
よ
う

に
天
皇
の
決
裁
が
下
っ
た
。
頭
中
将
庭
田
重
経
に
女
房
奉
書
で
指
示
さ
れ
、
官
務
大

宮
時
元
・
局
務
中
原
師
富
が
担
当
し
勘
申
し
た
。
こ
の
日
を
境
に
し
て
、
九
条
幕
下

尚
経
解
官
と
い
う
処
分
案
に
つ
い
て
関
係
者
に
勅
使
が
下
り
再
び
勅
問
が
な
さ
れ

る
。
第
二
次
の
勅
使
派
遣
に
よ
る
勅
問
で
あ
る
。
整
理
す
れ
ば
、
次
表
の
と
お
り
で

あ
る
。
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勅
問
輩

内
容

取
次
人

日
時

典
拠

関
白
近
衛
尚
通

勅
問

勅
使
勧
修
寺
教
秀

二
月
五
日

『
後
法
興
院
記
』

近
衛
政
家

勅
問

勧
修
寺
教
秀

二
月
五
日

『
後
法
興
院
記
』

三
条
西
実
隆

内
々
勅
問

伯
卿
忠
富

二
月
六
日

『
実
隆
公
記
』

近
衛
政
家
・
尚
通

勅
問

勧
修
寺
教
秀
書
状

二
月
七
日

『
後
法
興
院
記
』

近
衛
政
家

女
房
奉
書

勧
修
寺
教
秀
書
状

二
月
一
六
日
『
後
法
興
院
記
』

勅
問
の
勅
使
は
伝
奏
勧
修
寺
教
秀
と
近
臣
・
申
次
の
白
川
忠
富
の
二
人
が
勤
め
た
。

相
手
は
、
前
大
政
大
臣
近
衛
政
家
・
関
白
尚
通
や
侍
従
大
納
言
三
条
西
実
隆
で
あ
り
、

近
衛
家
に
は
伝
奏
勧
修
寺
教
秀
が
自
か
ら
訪
問
し
て
政
家
と
対
面
し
た
。
三
条
西
家

に
は
権
帥
前
権
中
納
言
町
広
光
が
訪
問
し
て
伯
卿
忠
富
の
「
内
々
勅
問
」
を
伝
え
て

談
合
し
て
い
る
（『
実
隆
公
記
』
同
年
二
月
六
日
条
）。

摂
家
の
近
衛
政
家
・
尚
通
へ
の
勅
問
は
、「
左
大
将
可
被
解
官
哉
否
事
」
で
あ
り
、

御
前
定
に
提
出
さ
れ
た「
菅
氏
輩
申
状
」と「
准
后
申
状
」が
政
家
亭
に
届
け
ら
れ
た
。

彼
は
前
者
の
み
を
「
事
書
如
此
」
と
し
て
書
写
し
て
い
る
（『
後
法
興
院
記
』
二
月

五
日
条
）。

﹇
菅
原
氏
一
門
と
九
条
家
准
后
と
の
対
立
点
﹈

「
菅
氏
輩
申
状
」
と
、
九
条
政
基
書
状
草
案
か
ら
推
測
し
た
「
准
后
申
詞
」
か
ら
、

当
事
者
間
の
論
点
を
整
理
し
よ
う
。
ま
ず
、
訴
人
で
あ
る
菅
原
氏
一
門
の
主
張
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

「
当
氏
之
旧
規
を
検
し
、
傍
家
之
先
例
を
訪
ね
、
如
此
事
に
お
い
て
は
未
曾
有
の

儀
也
。
殊
に
在
数
は
記
伝
之
儒
業
を
継
ぎ
、
最
も
両
朝
奉
公
を
積
む
。
剰
へ
内

記
大
学
之
顕
職
に
任
じ
、
侍
し
て
鳳
闕
を
立
て
久
し
く
近
臣
同
烈
之
勤
厚
を
致

す
。
竜
顔
を
尺し

し咫
し
て
云
う
、
其
罪
は
家
門
堅
固
の
私
儀
と
為
し
、
そ
の
身
に

於
い
て
は
朝
廷
重
職
の
器
量
と
為
す
。
何
ぞ
私
の
儀
を
以
て
敢
て
朝
之
器
を
毀

ん
乎
。
其
の
上
、
家
禮
の
儀
は
他
家
よ
り
古
今
之
事
也
、
其
に
就
て
或
は
器
用

に
随
い
雑
務
を
存
じ
、
或
は
便
宜
に
随
い
宜
し
く
執
事
を
知
る
、
是
又
諸
家
普

通
の
処
、
家
禮
家
司
の
号
を
以
て
放
埓
の
儀
に
及
ぶ
は
、
後
臣
、
後
日
の
例
、

以
外
之
事
歟
」「
公
家
刑
罰
の
法
に
背
き
、且
は
摂
関
仁
義
之
道
に
非
ざ
る
者
乎
」

（『
後
法
興
院
記
』
明
応
五
年
二
月
五
日
条
、
菅
氏
輩
申
状
）

こ
こ
で
、
菅
原
氏
一
門
は
、
唐
橋
在
数
は
儒
者
の
家
業
を
つ
ぎ
、
後
花
園
・
後
土

御
門
二
朝
に
奉
公
し
、
大
内
記
の
顕
職
に
補
任
さ
れ
た
近
臣
で
あ
っ
た
と
す
る
。
家

礼
・
家
司
の
号
を
も
っ
て
放
埓
の
儀
＝
人
を
以
て
死
罪
に
仰
せ
付
け
る
は
以
外
の
事

と
、九
条
家
を
批
判
す
る
。
九
条
家
の
家
礼
家
司
に
対
す
る
処
罰
権
は
朝
廷
の
顕
職
、

重
職
の
器
量
に
及
ば
な
い
も
の
で
、
九
条
家
父
子
は
「
公
家
刑
罰
の
法
に
背
く
」
と

し
て
聖
断
を
求
め
た
。

唐
橋
在
数
が
、「
蔵
人
」
で
「
大
内
記
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
長
興
宿
禰
記
』（
文

明
九
年
正
月
六
日
条
）
か
ら
も
確
認
さ
れ
、「
参
仕
近
臣
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
親

長
卿
記
』（
長
享
三
年
正
月
二
日
条
）
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
訴
人
菅
原

氏
一
門
は
、
天
皇
と
唐
橋
在
数
と
の
主
従
関
係
は
、
九
条
家
の
家
礼
家
司
と
の
主
従

関
係
に
優
越
す
る
と
し
て
、
公
家
法
に
違
反
す
る
と
し
て
天
皇
に
よ
る
処
罰
を
も
と

め
た
。
官
位
制
下
の
官
僚
制
的
官
吏
の
保
護
・
処
罰
権
は
天
皇
に
あ
る
と
い
う
主
張

で
あ
る
。

他
方
、
被
告
側
九
条
家
の
主
張
は
、
九
条
政
基
書
状
草
案
1
で
「
家
門
を
覆
す
家

僕
に
て
候
上
は
、
法
に
任
せ
仰
せ
付
け
候
了
、
万
機
輔
佐
之
家
と
し
て
、
家
門
を
覆

す
敵
を
成
敗
之
事
、
争
か
聊
爾
の
儀
た
る
べ
き
候
哉
」
と
主
張
す
る
。
見
消
し
部

分
の
主
張
は
「
小
臣
之
訴
を
以
て
、
対
揚
之
御
沙
汰
に
及
ぶ
の
条
、
且
は
朝
家
之
瑕

疵
に
相
似
す
る
に
候
歟
、
縦
と
へ
非
拠
之
儀
を
以
て
、
卒
爾
之
企
候
と
雖
も
、
君
の

為
め
に
し
て
制
臣
之
道
、
尤
も
制
断
を
垂
れ
る
べ
く
候
」
と
あ
る
（『
九
条
家
文
書
』

1511-1

）。家
礼
・
家
僕
に
対
す
る
処
罰
権
は
権
門
の
家
父
長
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
、

家
産
官
僚
制
的
官
吏
の
保
護
・
処
罰
権
は
家
門
に
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
禁
裏

が
菅
原
氏
一
門
の
訴
状
を
取
り
上
げ
こ
と
は
、「
万
機
輔
佐
之
家
」
と
対
揚
之
沙
汰

に
な
り
、
朝
廷
の
瑕
疵
（
欠
点
）
と
し
て
、
九
条
家
は
処
分
案
を
批
判
し
て
い
る
。
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こ
こ
か
ら
、
九
条
政
基
・
尚
経
父
子
が
唐
橋
在
数
を
殺
害
し
た
事
件
の
裁
判
は
、

朝
廷
と
顕
職
と
の
官
位
制
＝
官
僚
制
的
官
吏
と
、
権
門
と
家
礼
家
司
と
の
主
従
関
係

＝
家
産
官
僚
制
的
官
吏
に
対
す
る
保
護
・
処
罰
権
を
め
ぐ
る
根
本
的
矛
盾
と
い
う
社

会
問
題
に
天
皇
の
裁
許
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
菅
原
在
数
は
後
土
御
門

天
皇
の
近
臣
で
、
国
母
嘉
楽
門
院
の
女
院
司
で
あ
っ
た
か
ら
、
両
者
は
主
従
関
係
に

も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
天
皇
が
殺
害
人
の
九
条
政
基
・
尚
経
父
子
に
対
し
て
厳
罰
主

義
の
意
見
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
た
の
は
、
天
皇
の
家
父
長
制
的
家
政
権
力
者
と
し
て

の
個
人
的
意
見
で
あ
っ
た
と
み
て
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。

家
産
官
僚
制
的
官
吏
と
官
僚
制
的
官
吏
と
の
相
違
と
い
う
問
題
は
、
マ
ッ
ク
ス
ウ

エ
ー
バ
ー
が
「
家
父
長
制
的
支
配
と
家
産
制
的
支
配
」
の
中
で
論
じ
た
問
題
で
あ

る
）
35
（

。
室
町
・
戦
国
期
に
は
ふ
た
つ
の
官
僚
制
を
め
ぐ
る
矛
盾
が
公
家
社
会
の
殺
人
事

件
を
生
み
出
し
て
い
た
。
官
位
制
下
の
官
吏
に
対
す
る
天
皇
の
処
罰
権
と
、
家
産
官

僚
制
下
の
家
人
に
対
す
る
家
門
の
処
罰
権
の
ど
ち
ら
を
優
先
さ
せ
る
の
か
、
と
い
う

社
会
問
題
が
、
天
皇
裁
判
権
の
論
点
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
家
政
と
国
政
、
官

位
制
と
家
産
官
僚
制
、
近
臣
と
家
礼
と
い
う
二
つ
の
官
僚
制
・
主
従
関
係
の
矛
盾
が

重
層
的
に
複
合
し
あ
っ
た
難
問
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

室
町
期
に
は
官
人
ら
が
権
門
の
家
礼
と
な
っ
て
二
重
三
重
の
主
従
関
係
に
編
成
さ

れ
た
。
と
り
わ
け
、
中
小
廷
臣
が
足
利
氏
の
家
礼
に
な
っ
て
廷
臣
と
し
て
実
権
を
掌

握
す
る
名
家
や
半
家
の
政
治
的
実
力
が
伸
長
し
た
。
萬
里
小
路
・
勧
修
寺
・
広
橋
・

山
科
家
・
中
御
門
家
な
ど
名
家
が
摂
家
や
清
華
家
へ
の
家
礼
や
諸
大
夫
の
勤
を
拒
否

し
て
自
立
し
よ
う
と
し
て
裁
判
に
な
っ
た
事
例
が
鎌
倉
・
室
町
・
戦
国
期
に
頻
発
し

た
）
36
（

。
こ
う
し
た
二
重
三
重
の
主
従
関
係
に
と
も
な
う
紛
争
・
訴
訟
の
激
化
と
い
う
時

代
的
諸
矛
盾
に
対
し
て
、
天
皇
に
よ
る
裁
判
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

﹇
近
臣
甘
露
寺
親
長
の
意
見
具
申
﹈

在
数
殺
害
事
件
の
裁
判
が
難
問
で
あ
る
こ
と
は
、
後
土
御
門
天
皇
自
身
、
自
覚
し

て
い
た
が
故
に
、
早
く
正
月
二
五
日
の
段
階
で
、「
菅
氏
輩
申
状
」
と
「
准
后
申
詞
」

を
甘
露
寺
親
長
に
見
せ
て
勅
問
を
発
し
て
い
た
。
親
長
は
、
文
面
に
で
き
な
い
内
容

だ
と
し
て
、
自
ら
下
姿
で
長
橋
局
に
参
じ
て
申
次
の
伯
二
位
忠
富
を
招
き
出
し
て
つ

ぎ
の
よ
う
に
意
見
具
申
し
た
。

「
其
謂
、
於
二
道
理
非
者
一
、
大
概
無
二
其
隠
一
候
歟
、
於
二
摂
家
准
后
并
大
将
重
職

之
人
一
、
乍
レ
云
二
家
禮
之
者
一
、
殺
害
之
条
、
就
二
不
穏
便
一
、
可
レ
有
二
罪
科
一

歟
否
事
、
御
尋
事
旧
了
、
在
数
朝
臣
科
条
無
レ
極
者
、
殺
害
事
為
二
沙
汰
之
外

事
一
、
不
レ
及
二
是
非
之
叡
慮
一
事
歟
、
其
段
被
二
治
定
一
、
為
レ
有
二
御
罪
科
之
分
一
、

治
定
者
、
被
レ
定
二
其
科
一
、
可
レ
為
二
此
分
一
歟
之
由
、
被
二
仰
下
一
者
、
其
時
可

レ
申
二
所
存
一
、
為
レ
私
な
に
と
や
う
に
罪
科
あ
る
へ
き
な
と
は
、
難
レ
申
之
由
申

了
」（『
親
長
卿
記
』
同
年
正
月
二
五
日
条
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
親
長
は
、
摂
家
准
后
政
基
と
左
大
将
尚
経
は
重
職
の
人
で
あ
り
、

家
礼
之
者
を
殺
害
し
た
こ
と
は
不
穏
便
で
あ
る
。
二
人
に
罪
科
が
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
以
前
に
勅
問
が
あ
っ
た
。
在
数
の
罪
科
は
明
白
で
あ
る
が
、
二
人
が
在
数
を
殺

害
し
た
こ
と
は
天
皇
の
裁
判
権
の
外
の
こ
と
で
あ
り
、
是
非
の
叡
慮
は
及
ば
な
い
。

そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
定
め
た
上
で
、
二
人
に
な
お
罪
科
が
あ
る
と
お
考
え
で
あ

れ
ば
、
そ
の
罪
科
に
つ
い
て
処
分
を
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
と
き
勅
問
が
あ
れ

ば
自
分
の
意
見
を
申
す
こ
と
に
す
る
、
と
意
見
具
申
し
た
。

こ
こ
で
、
甘
露
寺
親
長
は
、
権
門
の
家
政
機
関
内
で
は
、
家
父
長
に
よ
る
家
礼
家

司
に
対
す
る
処
罰
権
が
天
皇
の
官
位
制
に
優
先
す
る
こ
と
を
明
確
に
主
張
し
て
い

る
。
室
町
貴
族
は
、
国
政
運
営
で
の
官
僚
制
的
官
吏
よ
り
は
、
家
政
運
営
に
従
事
す

る
家
産
制
的
官
吏
の
処
罰
権
を
優
先
す
る
価
値
観
を
明
瞭
に
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
中
世
公
家
は
、
国
家
意
識
や
官
僚
制
的
意
識
が
薄
弱
で
、
家
門
意
識
を
優
越

さ
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
興
味
深
い
。

﹇
前
関
白
近
衛
家
の
意
見
具
申
﹈

明
応
五
年
に
は
近
衛
政
家
の
息
尚
通
が
関
白
・
氏
長
者
で
あ
っ
た
（『
公
卿
補
任
』）

か
ら
、
天
皇
に
よ
る
関
白
へ
の
勅
問
は
、
摂
籙
家
の
氏
長
者
と
し
て
の
意
見
具
申
を
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近
衛
家
の
父
子
二
人
に
も
と
め
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

『
後
法
興
院
記
』
同
年
二
月
五
日
条
に
つ
ぎ
の
記
載
が
あ
る
。

「
勧
修
寺
前
亜
相
来
、
余
并
関
白
令
二
対
面
一
、
今
度
九
条
家
門
、
就
下
殺
二
害
在

数
朝
臣
一
儀
上
、
菅
氏
輩
以
二
事
書
一
、
及
二
訴
訟
一
間
、
左
大
将
可
レ
被
二
解
官
一

哉
否
事
、
関
白
仁
有
二
勅
問
一
、
為
二
勅
使
一
来
也
、
九
条
家
門
所
行
、
前
代
未

聞
之
儀
、
以
外
次
第
也
、
雖
レ
然
、
執
柄
家
事
輙
可
レ
被
二
解
官
一
事
可
レ
有
二
如

何
一
哉
、
遍
可
レ
経
二
御
沙
汰
一
、
有
レ
准
二
拠
例
一
者
、
就
レ
其
可
レ
有
二
聖
断
一
哉

之
由
申
入
訖
」

こ
こ
で
、
勧
修
寺
教
秀
が
関
白
へ
の
勅
問
を
も
っ
て
近
衛
家
を
訪
問
し
、
関
白
尚

通
と
政
家
に
対
面
し
た
。
勅
問
は
、「
左
大
将
可
被
解
官
哉
否
事
」
で
あ
り
、
近
衛

家
父
子
は
九
条
家
門
所
行
を
以
外
次
第
と
批
判
し
な
が
ら
も
、
執
柄
家
に
対
し
て
輙

す
く
解
官
の
処
分
案
に
つ
い
て
疑
念
を
表
し
、
準
拠
の
例
が
あ
る
か
否
か
の
調
査
を

奏
状
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
月
六
日
に
は
、
左
大
史
時
元
が
近
衛
政
家
亭
に
来
て
、
摂
家
解
官
の
先
例
と
し

て
、
治
承
年
間
の
先
例
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
（『
後
法
興
院
記
』
同
日
条
）。
こ

れ
は
、三
条
西
実
隆
が
聞
い
た
「
時
元
松
殿
関
白
例
勘
二
申
之
一
云
々
」（『
実
隆
公
記
』

二
月
五
日
条
）
と
の
情
報
と
一
致
す
る
。

二
月
七
日
に
な
る
と
、
伝
奏
勧
修
寺
教
秀
の
使
者
が
近
衛
政
家
に
対
し
て
「
摂
家

解
官
事
、
時
元
注
進
如
レ
此
、
御
両
所
、
申
詞
可
レ
被
レ
申
云
々
」
と
意
見
具
申
を
急

ぐ
よ
う
に
連
絡
し
て
き
た
。

二
月
八
日
、
大
殿
近
衛
政
家
は
「
余
申
詞
如
レ
此
」
と
し
て
、
つ
ぎ
の
意
見
具
申

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

「
執
政
臣
解
官
事
、
時
元
勘
例
加
二
一
見
一
訖
、
治
承
寿
永
儀
前
代
未
聞
之
刑
法
、

挙
世
驚
歎
之
条
、
於
レ
今
在
二
人
口
一
、
争
被
レ
准
二
彼
例
一
哉
、
然
間
及
二
卒
爾

御
成
敗
一
者
、
後
代
三
諦
、
且
又
可
レ
為
二
朝
家
零
落
基
一
歟
、
所
詮
以
二
殊
篇
一
、

可
レ
有
二
沙
汰
一
哉
、
短
慮
不
レ
弁
二
是
非
一
、
猶
可
レ
在
二

聖
断
一
乎
」（『
後
法

興
院
記
』
同
日
条
）

「
関
白
申
詞
趣
同
前
也
」
と
あ
る
か
ら
、
関
白
近
衛
尚
通
も
ほ
ぼ
同
文
の
奏
状
を

提
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
か
ら
、
治
承
寿
永
の
内
乱
で
平
清
盛
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
際
し
て
、
松
殿
関
白

基
房
が
後
白
河
院
近
臣
三
九
人
と
と
も
に
解
官
さ
せ
ら
れ
た
事
件
が
、
官
務
時
元
の

先
例
調
査
で
勘
申
さ
れ
た
。
あ
わ
て
た
摂
籙
家
の
近
衛
政
家
父
子
は
、「
い
か
で
か

彼
例
に
准
ぜ
ら
れ
ん
や
」
と
し
て
天
皇
に
反
対
を
申
し
入
れ
た
。
基
房
解
官
に
準
じ

て
尚
経
解
官
の
処
分
案
を
執
行
す
る
こ
と
は
、「
卒
爾
の
御
成
敗
」
で
あ
り
、「
後
代

の
三
諦
」
に
な
り
「
朝
家
零
落
の
基
」
と
強
硬
に
反
対
を
奏
上
し
た
。
こ
こ
で
は
、

九
条
尚
経
の
左
大
将
解
官
処
分
案
を
「
短
慮
」
と
批
判
す
る
。
権
門
に
よ
る
家
礼
処

罰
は
家
長
の
当
然
の
権
利
行
使
と
し
て
正
当
化
し
、
天
皇
に
よ
る
九
条
家
処
分
案
そ

の
も
の
に
近
衛
家
・
藤
氏
長
者
が
反
対
し
た
の
で
あ
る
。

﹇
三
条
西
実
隆
の
意
見
具
申
﹈

侍
従
権
大
納
言
三
条
西
実
隆
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
代
で
は
中
納
言
の
と
き
か
ら

「
近
臣
」（『
親
長
卿
記
』
長
享
二
年
正
月
一
日
条
）
に
な
っ
て
お
り
、
後
柏
原
天
皇

の
代
で
は
文
亀
二
年
正
月
二
三
日
従
二
位
で
神
宮
伝
奏（『
公
卿
補
任
』文
亀
二
年
条
）

と
あ
り
、
伝
奏
合
議
に
参
加
し
、
勅
問
に
頻
繁
に
預
か
っ
て
い
た
。
実
隆
の
息
女
が

九
条
尚
経
の
妻
と
な
り
北
政
所
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
九
条
家
の
諸
大
夫

で
家
礼
・
家
司
で
あ
っ
た
富
小
路
俊
通
が
頻
繁
に
実
隆
と
政
基
・
尚
経
父
子
の
連
絡

役
を
つ
と
め
た
。
家
礼
唐
橋
在
数
殺
害
後
、
こ
の
富
小
路
俊
通
が
日
根
野
荘
の
代
官

に
な
っ
て
活
躍
し
た
こ
と
は
関
口
論
文
に
詳
し
い
。
こ
こ
で
は
、
関
口
論
文
が
触
れ

て
い
な
い
問
題
と
し
て
、
実
隆
が
天
皇
や
勅
使
に
い
か
な
る
意
見
具
申
を
し
た
か
に

限
定
し
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

同
年
二
月
五
日
の
天
皇
御
前
定
の
様
子
は
、
そ
の
晩
に
局
務
中
原
師
富
が
実
隆
亭

を
訪
問
し
て
、天
皇
御
前
定
の
摂
家
解
官
の
勘
申
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
そ
の
と
き
、

『
実
隆
公
記
』
に
は
天
皇
の
沙
汰
に
批
判
的
な
感
想
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
し
て
い

る
。
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「
凡
事
之
儀
以
外
之
事
也
、
九
条
之
儀
尤
難
不
レ
可
レ
然
之
事
、
今
又
摂
家
准
后

与
家
禮
之
侍
臣
対
揚
之
御
沙
汰
、
頗
朝
儀
之
軽
忽
歟
、
莫
レ
言
レ々
々
」（『
実

隆
公
記
』
明
応
五
年
二
月
五
日
条
）

在
数
殺
害
事
件
に
つ
い
て
、
九
条
家
の
行
為
は
「
不
可
然
の
事
」
で
は
あ
る
が
、

天
皇
が
「
摂
家
解
官
」
の
処
分
案
に
つ
い
て
両
局
に
勘
申
を
命
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

摂
家
・
准
后
と
家
礼
の
侍
臣
と
の
主
従
関
係
の
問
題
を
対
等
に
扱
っ
て
い
る
＝
「
対

揚
の
御
沙
汰
」
で
あ
る
と
批
判
す
る
。「
す
こ
ぶ
る
朝
儀
の
軽
忽
か
、
い
う
な
か
れ
」

と
激
烈
な
天
皇
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。

摂
家
解
官
の
処
分
と
九
条
家
に
よ
る
家
礼
侍
臣
へ
の
処
分
と
は
比
較
で
き
な
い
と

す
る
実
隆
の
理
解
は
、
甘
露
寺
親
長
が
「
在
数
の
科
は
極
り
な
し
、
殺
害
事
は
沙
汰

之
外
事
な
り
、
是
非
之
叡
慮
に
及
ば
ざ
る
事
か
」（『
親
長
卿
記
』
正
月
二
五
日
条
）

と
の
認
識
と
一
致
し
て
い
る
。
家
産
制
的
官
吏
へ
の
処
罰
権
は
、
天
皇
の
公
家
裁
判

権
よ
り
も
優
越
す
る
と
い
う
意
識
が
、
三
条
西
実
隆
に
も
共
通
し
て
み
ら
れ
た
。

で
は
、
こ
の
実
隆
の
意
見
は
、
天
皇
や
担
当
者
の
勧
修
寺
教
秀
・
白
川
忠
富
・
親

長
ら
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
帥
卿
早
朝
入
来
、
就
二
九
条
事
一
、
伯
卿
内
々
勅
問
之
子
細
在
レ
之
、
其
申
詞
事

等
被
レ
談
、
於
二
姉
小
路
宿
所
一
、
有
二
朝
喰
一
、
可
二
罷
向
一
也
、
帰
路
又
可
レ
来

之
由
稱
レ
之
被
レ
帰
、
及
レ
昏
又
来
過
、
述
二
心
事
一
」（『
実
隆
公
記
』
同
年
二
月

六
日
条
）。

摂
家
解
官
の
処
分
案
の
検
討
が
決
ま
っ
た
二
月
五
日
の
天
皇
御
前
定
の
翌
日
、
帥

卿
町
広
光
が
早
朝
、
実
隆
亭
を
訪
問
し
、
伯
卿
白
川
忠
富
を
介
し
て
「
内
々
勅
問
」

が
届
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
「
其
申
詞
事
」
＝
実
隆
の
意
見
具
申
に
つ
い
て
広

光
と
談
じ
た
。
実
隆
の
姉
小
路
宿
所
で
広
光
と
朝
食
を
と
っ
て
か
ら
、
広
光
は
白
川

忠
富
亭
に
向
か
い
、
帰
路
に
ま
た
来
宅
す
る
旨
を
約
束
し
て
帰
っ
た
。
そ
の
夕
暮
れ

に
再
訪
し
た
の
で
、
実
隆
は
心
事
を
広
光
に
述
べ
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
、
町
広
光

が
、
天
皇
の
近
臣
白
川
忠
富
の
使
者
と
し
て
「
内
々
勅
問
」
を
持
参
し
、
そ
れ
に
対

す
る
実
隆
の
「
申
詞
」
を
忠
富
宅
に
届
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。

町
広
光
は
職
事
弁
官
か
ら
前
権
中
納
言
に
昇
る
名
家
で
、
彼
の
実
子
守
光
が
広
橋

兼
顕
の
猶
子
に
な
り
家
督
を
つ
い
て
即
位
伝
奏
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。
摂
家
解
官

案
に
批
判
的
な
実
隆
の
意
向
は
、
天
皇
や
勅
使
に
確
実
に
伝
達
さ
れ
た
も
の
と
み
て

ま
ち
が
い
な
い
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
甘
露
寺
親
長
・
近
衛
政
家
・
尚
通
親
子
・
三
条
西
大
納
言
実

隆
が
い
ず
れ
も
、
天
皇
に
よ
る
摂
家
解
官
の
処
分
案
に
反
対
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

摂
家
・
准
后
解
官
と
家
礼
の
侍
臣
処
罰
の
問
題
を
対
等
に
扱
っ
て
い
る
と
批
判
し
、

在
数
殺
害
事
件
は
是
非
之
叡
慮
に
及
ば
ざ
る
事
で
あ
り
、
天
皇
の
沙
汰
権
の
外
に
あ

る
と
い
う
論
理
が
主
張
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
後
土
御
門
天

皇
一
人
が
、
権
門
に
よ
る
在
数
殺
害
を
非
法
と
し
て
摂
家
解
官
の
処
分
案
を
主
張
し

た
の
に
対
し
て
、
伝
奏
・
近
臣
ら
は
家
長
に
よ
る
家
門
処
罰
は
当
然
と
し
、
両
者
は

ま
っ
こ
う
か
ら
意
見
が
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
皇
の
九
条
家
処
分
案
は
少
数

意
見
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
後
の
審
議
の
推
移
を
更
に
検
討
し
よ
う
。

❸
九
条
家
勅
勘
処
分
案
へ
の
天
皇
譲
歩
と
関
白
近
衛
尚
通
解
任

﹇
天
皇
に
よ
る
摂
籙
家
へ
の
反
論
﹈

二
月
十
六
日
の
近
衛
政
家
の
日
記
に
は
、
伝
奏
勧
修
寺
教
秀
か
ら
書
状
と
女
房
奉

書
が
と
ど
け
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
、
二
通
の
書
状
を
書
写
し
て
い
る
（『
後
法
興
院

記
』）。
藤
氏
長
者
と
し
て
の
意
見
具
申
に
対
す
る
天
皇
の
反
論
書
が
、
近
衛
家
に
届

け
ら
れ
た
。

「
先
度
之
御
申
詞
所
々
儀
取
調
、一
昨
日
奏
聞
仕
候
畢
、
只
今
女
房
奉
書
如
レ
此
、

可
レ
得
二
御
意
一
候
也
、
恐
々
謹
言

二
月
十
六
日

教
秀

一
条
少
将
殿
」

教
秀
書
状
の
宛
名
は
「
一
条
少
将
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
条
少
将
と
は
河
鰭
（
一

条
）
実
治
に
当
た
り
、近
衛
政
家
の
殿
上
人
（『
宣
胤
卿
記
』
文
亀
四
年
九
月
一
日
条
）
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で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
伝
奏
教
秀
は
、
政
家
申
詞
に
も
と
づ
い
て
取
調
を
行
い
、
二

月
十
四
日
に
後
土
御
門
天
皇
に
伝
奏
奏
事
に
及
ん
だ
こ
と
、
そ
の
結
果
、
天
皇
か
ら

女
房
奉
書
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
近
衛
家
に
届
け
た
こ
と
を
政
家
に
披
露
す

る
よ
う
に
家
司
一
条
実
治
に
宛
て
て
書
状
を
出
し
た
。

こ
こ
か
ら
、
在
数
殺
害
事
件
の
儀
式
伝
奏
が
勧
修
寺
教
秀
で
あ
っ
た
こ
と
、
彼
の

も
と
で
関
係
書
類
を
「
取
調
」
て
お
り
、
直
接
、
伝
奏
教
秀
が
天
皇
に
奏
聞
に
及
ん

で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
般
に
天
皇
に
奏
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
一
一
世
紀
か
ら
蔵
人
方
奏
事

と
弁
官
方
奏
事
で
あ
っ
た
〔
玉
井
力
『
平
安
時
代
の
貴
族
と
天
皇
』
岩
波
書
店

二
○

○
○
〕。
蔵
人
が
弁
官
を
兼
任
す
る
よ
う
に
な
る
と
職
事
弁
官
が
奏
事
を
独
占
す
る

よ
う
に
な
る
。
鎌
倉
期
に
は
、
院
伝
奏
や
内
侍
の
女
房
が
申
次
に
な
る
。
室
町
期
に

は
儀
式
伝
奏
が
職
事
を
介
さ
ず
に
直
接
天
皇
に
奏
聞
に
及
ん
で
奏
事
目
録
を
作
成
し

て
い
た
こ
と
は
『
親
長
卿
記
』
に
頻
繁
に
み
え
る
）
37
（

。

こ
の
と
き
の
女
房
奉
書
は
長
文
の
た
め
要
旨
を
と
る
と
、
勅
問
に
対
す
る
前
関
白

近
衛
政
家
の
ご
返
事
は
、
摂
家
罪
科
に
つ
い
て
疑
念
を
の
べ
て
い
る
が
、
在
数
朝
臣

事
は
な
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
、
と
天
皇
は
摂
家
を
批
判
す
る
。
天
皇
は
「
旧
院
も

別
し
て
御
目
を
懸
け
ら
れ
候
つ
る
、
今
に
奉
公
他
に
異
な
る
事
に
て
候
を
一
端
申
さ

れ
候
は
て
、
殺
害
せ
ら
れ
候
事
一
向
て
う
か
を
傾
け
ら
れ
候
に
て
候
」
と
在
数
に
同

情
を
示
し
、「
か
様
の
子
細
を
相
国
太
閤
（
政
家
）
と
前
左
府
（
政
基
）
へ
い
ま
一

端
申
さ
れ
候
へ
く
候
」
と
、
近
衛
・
九
条
家
へ
の
反
論
を
述
べ
て
い
る
（『
後
法
興

院
記
』
二
月
十
六
日
条
）。

こ
こ
で
、
天
皇
は
、
摂
家
解
官
の
処
分
案
に
反
対
す
る
摂
籙
家
を
代
表
す
る
近
衛

政
家
と
九
条
政
基
に
対
し
て
、
直
接
女
房
奉
書
を
発
し
て
、
伝
奏
教
秀
を
通
じ
て
、

反
論
・
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

在
数
殺
害
事
件
は
、
天
皇
と
摂
籙
家
と
の
対
立
問
題
に
な
り
、
女
房
奉
書
に
よ
っ

て
両
者
が
意
見
交
換
を
す
る
段
階
に
発
展
し
た
。
裁
判
沙
汰
は
こ
こ
か
ら
第
三
段
階

に
移
行
し
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
摂
籙
家
に
よ
る
勅
勘
処
分
案
の
提
起
﹈

翌
十
七
日
、
近
衛
政
家
は
勧
修
寺
教
秀
に
女
房
奉
書
へ
の
返
書
を
送
っ
た
。

「
昨
日
勧
修
寺
返
報
、
今
日
遣
レ
之
、
女
房
奉
書
委
令
二
披
見
一
候
、
在
数
朝

臣
殺
害
事
、誠
言
語
道
断
次
第
候
、仰
趣
無
二
豫
儀
一
候
、雖
レ
然
摂
家
解
官
事
者
、

是
又
未
曾
有
之
儀
候
間
、
於
二
此
時
一
、
及
二
卒
爾
之
儀
一
候
者
、
後
難
無
二
勿
体
一

存
候
間
、
不
レ
残
二
心
底
一
申
二-

入
愚
存
分
一
候
、
同
篇
雖
二
其
憚
多
候
一
、
只
勅

勘
分
に
て
被
レ
止
二
出
仕
一
、
自
然
之
儀
又
、
可
レ
被
二
棄
捐
一
条
、
可
レ
為
二
肝
要
一

候
哉
、
此
趣
可
レ
然
様
可
レ
被
二
奏
達
一
候
也
、
謹
言

二
月
十
七
日

花
押

」

（『
後
法
興
院
記
』
二
月
十
七
日
条
）

こ
こ
で
、
藤
氏
長
者
の
近
衛
家
は
、
女
房
奉
書
に
示
さ
れ
た
天
皇
の
意
向
に
反
対

し
て
、
あ
く
ま
で
摂
家
解
官
は
未
曾
有
の
こ
と
で
後
難
を
残
す
と
し
て
、
摂
家
処
分

案
は「
卒
爾
之
儀
」と
し
て
反
対
す
る
。
そ
の
う
え
で「
勅
勘
分
に
て
被
レ
止
二
出
仕
一
」

と
あ
り
、
勅
勘
・
出
仕
停
止
の
処
分
案
を
逆
提
案
し
た
。
新
提
案
を
後
土
御
門
天
皇

に
奏
達
す
る
よ
う
に
、
政
家
は
伝
奏
教
秀
に
要
請
し
た
の
で
あ
る
。

﹇
閏
二
月
二
日
御
前
定
の
方
針
転
換
﹈

近
衛
政
家
に
よ
る
摂
家
勅
勘
・
出
仕
停
止
と
い
う
新
提
案
の
あ
と
、
在
数
殺
害
事

件
に
つ
い
て
の
記
述
は
、『
親
長
卿
記
』『
後
法
興
院
記
』『
実
隆
公
記
』
な
ど
か
ら

消
え
る
。
天
皇
と
摂
家
筆
頭
近
衛
家
と
の
意
見
対
立
で
あ
る
か
ら
、
他
家
が
口
を
挟

む
余
地
が
な
い
と
み
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
わ
ず
か
に
、
そ
れ
に
関
係
す
る
と
推
測
さ

れ
る
二
箇
所
の
記
載
が
『
実
隆
公
記
』
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
み
え
る
。

「
勧
修
寺
前
亜
相
一
荷
被
レ
携
来
、
勧
二
一
盃
一
」（
明
応
五
年
二
月
二
九
日
条
）

「
抑
九
条
辺
事
今
日
先
可
レ
被
レ
閣
様
御
沙
汰
之
由
被
二
仰
出
一
云
々
、
甘
露
寺
入

道
、
勧
修
寺
前
大
納
言
等
御
談
合
云
々
」（
同
年
閏
二
月
二
日
条
）

九
条
辺
事
に
つ
い
て
伝
奏
を
つ
と
め
る
勧
修
寺
教
秀
が
、
九
条
尚
経
の
妻
の
実
家
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で
あ
る
三
条
西
実
隆
亭
に
、
酒
を
携
行
し
て
二
月
晦
日
に
訪
問
し
て
祝
杯
を
あ
げ
て

い
る
。
処
分
案
に
つ
い
て
、九
条
家
に
有
利
な
情
勢
に
な
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

近
衛
政
家
が
、
あ
ら
た
に
九
条
家
の
勅
勘
・
出
仕
停
止
の
処
分
案
を
奏
聞
し
て
か
ら

十
二
日
目
の
こ
と
で
あ
る
。

更
に
、そ
の
二
日
後
、閏
二
月
二
日
に
、甘
露
寺
親
長
と
勧
修
寺
教
秀
が
「
御
談
合
」

し
て
、
九
条
辺
事
が
先
に
閣
し
お
か
れ
る
様
御
沙
汰
の
由
、
天
皇
の
仰
せ
が
出
さ
れ

た
、
と
い
う
情
報
が
実
隆
に
届
い
た
。
天
皇
が
方
針
転
換
し
て
、
摂
家
解
官
の
処
分

案
を
差
し
置
き
、
勅
勘
・
出
仕
停
止
の
処
分
案
に
変
更
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
親
長

と
教
秀
の
「
御
談
合
」
や
「
御
沙
汰
」
と
あ
る
の
は
、
閏
二
月
二
日
に
内
裏
で
天
皇

が
出
御
し
て
、
親
長
と
伝
奏
教
秀
も
出
席
し
て
御
前
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
ち
ょ
う
ど
、
前
回
の
二
月
五
日
の
ほ
ぼ
一
ヶ
月
後
に
相
当
す
る
。
天
皇
が
内

裏
に
出
御
し
て
御
前
定
を
行
う
こ
と
は
、
月
次
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
天
皇
御
前

定
が
定
例
化
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

天
皇
は
、
摂
家
解
官
案
を
撤
回
し
、
近
衛
家
の
提
案
し
た
勅
勘
・
出
仕
停
止
の
処

分
案
に
譲
歩
し
た
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。
摂
家
か
ら
み
れ
ば
、
勅
問
を
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
意
見
具
申
を
通
じ
て
国
家
意
思
決
定
過
程
に
参
加
し
、
み
ず
か
ら
の

意
見
を
国
家
意
思
に
す
る
こ
と
を
で
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

﹇
九
条
勅
勘
出
仕
停
止
の
伝
達
﹈

『
後
法
興
院
記
』
明
応
五
年
閏
二
月
四
日
条
に
つ
ぎ
の
記
載
が
あ
る

「
自
二
拾
遺
亜
相
許
一
申
送
云
、
九
条
家
門
解
官
事
、
先
可
レ
被
レ
閣
之
由
昨
日
御

治
定
候
、
目
出
存
候
、
以
前
度
々
御
懇
承
候
間
、
申
入
候
云
々
、
無
為
之
儀
珍

重
之
由
令
二
返
答
一
了
、
自
二
九
条
家
門
一
以
二
極
臈
資
直
一
、
今
度
儀
併
依
二
御

申
一
先
無
為
之
儀
、
祝
着
由
被
レ
命
、
令
二
対
面
一
、
令
レ
返
答
二
珍
重
之
由
一
」

甘
露
寺
大
納
言
入
道
親
長
の
政
家
宛
の
書
状
に
は
、
九
条
解
官
事
に
つ
い
て
閣
し

お
か
れ
る
旨
、昨
日「
御
治
定
」と
な
っ
た
。
目
出
た
く
存
じ
候
、度
々
ご
意
志
を
承
っ

て
い
た
の
で
申
し
伝
え
る
、と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、政
家
は
、「
無
為
」「
珍

重
」
と
返
答
し
た
。
そ
の
日
に
九
条
家
か
ら
も
極
臈
＝
六
位
蔵
人
富
小
路
資
直
が
使

者
と
し
て
近
衛
家
に
御
礼
に
訪
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
、
書
状
に
は
「
御
治
定
」
が
昨
日
と
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
前
日
の
三

日
に
書
状
を
書
い
た
と
し
て
、
閏
二
月
二
日
の
御
前
定
で
天
皇
の
決
裁
が
決
ま
っ
た

も
の
と
い
え
よ
う
。
親
長
は
、
伝
奏
教
秀
と
と
も
に
「
御
談
合
」（『
実
隆
公
記
』）

に
出
席
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
閏
二
月
二
日
の
御
前
定
に
後
土
御
門
天
皇
と
伝

奏
教
秀
と
近
臣
親
長
の
三
人
以
上
の
も
の
が
出
席
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

後
土
御
門
天
皇
は
摂
家
解
官
の
処
分
案
を
撤
回
し
て
、近
衛
家
が
提
案
し
た
勅
勘
・

出
仕
停
止
の
処
分
案
を
勅
定
と
し
た
こ
と
が
再
確
認
で
き
る
。
天
皇
の
国
家
意
志
決

定
は
、
家
政
権
力
と
し
て
の
個
人
的
意
見
を
我
慢
し
、
摂
家
や
公
家
ら
の
意
見
具
申

を
尊
重
し
て
権
門
や
諸
階
級
の
利
害
調
整
の
う
え
で
最
終
判
断
し
た
と
い
え
る
。
公

家
御
沙
汰
と
し
て
の
「
御
治
定
」
と
は
、
諸
階
級
の
利
害
調
停
機
関
と
し
て
の
天
皇

の
名
で
国
家
意
思
を
決
定
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
摂
家

解
職
案
を
推
進
し
た
天
皇
の
譲
歩
を
勝
ち
取
っ
た
甘
露
寺
親
長
・
勧
修
寺
教
秀
・
近

衛
政
家
・
三
条
西
実
隆
が
喜
び
、
な
に
よ
り
も
九
条
政
基
・
尚
経
は
「
無
為
之
儀
、

祝
着
」
と
実
隆
に
感
謝
の
意
志
を
表
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

今
日
残
る
『
公
卿
補
任
』
は
ど
の
写
本
を
み
て
も
、
明
応
五
年
条
・
六
年
条
に
も
、

九
条
尚
経
が
正
二
位
権
大
納
言
・
左
大
将
と
あ
り
、
九
条
政
基
が
散
位
左
大
臣
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
ど
こ
に
も
九
条
家
処
分
の
跡
が
み
え
な
い
。
天
皇
に
よ
る「
勅
勘
・

出
仕
停
止
」
の
処
分
は
、
摂
籙
家
に
と
っ
て
「
無
為
之
儀
」
で
あ
っ
た
。

﹇
関
白
近
衛
尚
通
の
解
任
﹈

し
か
し
、
歴
史
の
現
実
は
、
後
土
御
門
天
皇
に
よ
る
関
白
近
衛
家
へ
の
反
感
・
恨

み
が
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。『
後
法
興
院
記
』
明
応
五
年
（
一
四
九
五
）
二

月
二
五
日
条
に
つ
ぎ
の
記
載
が
な
に
げ
な
く
、
ま
ぎ
れ
込
ん
で
い
る
。

「
当
職
事
、
内
府
競
望
被
レ
申
二
武
家
一
執
奏
事
之
由
、
内
々
聞
及
、
今
両
三
年
之

事
可
二
申
請
一
由
申
二-

入

禁
裏
一
の
処
、
於
二
武
家
執
奏
儀
一
者
、
可
レ
申
二
武
家
一
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之
儀
之
由
被
二
仰
下
一
間
、
以
二
中
将
局
一
申
二
武
家
一
了
、
当
職
中
可
レ
申
レ
沙
二

汰
除
目
執
筆
一
、
依
二
其
望
一
也
」

内
大
臣
二
条
尚
基
が
当
職
の
関
白
職
を
競
望
し
て
、
室
町
殿
義
高
（
義
澄
）
に
よ

る
武
家
執
奏
を
内
々
に
望
ん
で
禁
裏
に
申
し
入
れ
た
と
い
う
。
後
土
御
門
天
皇
が
武

家
に
申
し
込
む
よ
う
に
二
条
尚
基
に
命
じ
た
の
で
、
尚
基
は
中
将
局
を
介
し
て
室
町

殿
に
関
白
就
任
を
申
請
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
任
関
白
近
衛
尚
通
の

追
い
落
と
し
を
後
土
御
門
天
皇
自
ら
が
画
策
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

近
衛
尚
通
が
関
白
に
補
任
さ
れ
た
の
は
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
三
月
二
八
日

で
あ
り
、
そ
の
日
一
条
冬
良
が
関
白
を
辞
退
し
た
の
で
、
近
衛
尚
通
に
交
替
し
た
の

で
あ
る
。
彼
は
関
白
両
三
年
目
に
入
っ
て
い
た
。
内
大
臣
二
条
尚
基
が
関
白
就
任
を

競
望
し
て
、
武
家
＝
室
町
殿
義
高
か
ら
尚
基
関
白
就
任
を
執
奏
す
る
よ
う
に
依
頼
し

た
。
そ
の
手
続
き
を
天
皇
の
指
示
で
お
こ
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
後
土
御
門

天
皇
が
近
衛
尚
通
の
関
白
追
い
落
と
し
と
い
う
自
分
の
政
治
的
意
向
を
実
現
す
る
た

め
に
、
武
家
執
奏
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
天
皇
自
身
が
政
治
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
物

語
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
に
『
宣
秀
卿
記
』『
拾
芥
記
』
な
ど
か
ら
中
御
門
宣
秀
が
勅
使
と
し
て
女
房
奉

書
を
も
っ
て
二
条
尚
基
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
み
た
）
38
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。後
土
御
門
天
皇
は
早
く
か
ら
、

内
大
臣
二
条
尚
基
と
内
密
の
相
談
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

天
皇
は
近
衛
尚
通
を
関
白
職
か
ら
追
い
落
と
し
、
内
大
臣
二
条
尚
基
に
交
代
さ
せ

よ
う
と
動
き
出
し
て
い
た
。
翌
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
六
月
七
日
近
衛
尚
通
は
関

白
職
を
辞
し
、
六
月
十
八
日
に
二
条
尚
基
に
内
覧
と
氏
長
者
の
宣
下
が
出
て
、
七
月

十
二
日
尚
基
は
関
白
職
に
就
任
し
た
（『
公
卿
補
任
』）。

在
数
殺
害
事
件
に
お
い
て
後
土
御
門
天
皇
は
、意
思
に
反
し
て
近
衛
家
提
案
の「
勅

勘
出
仕
停
止
」
の
処
分
案
を
受
諾
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
煮
え
湯
を
飲
ま
さ
れ
た

天
皇
は
、
今
回
は
近
衛
家
を
関
白
職
か
ら
追
い
落
と
し
、
二
条
尚
基
を
す
え
る
こ
と

で
鬱
積
を
晴
ら
し
た
の
で
あ
る
。
九
条
家
の
在
数
殺
害
事
件
は
、
九
条
家
の
勅
勘
出

仕
停
止
だ
け
で
は
お
さ
ま
ら
ず
、
翌
年
の
近
衛
尚
通
の
関
白
辞
職
と
い
う
事
態
を
生

み
出
し
て
い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九
条
家
の
勅
勘
・
出
仕
停
止
の
処
分
は
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
閏
二
月
二
日

の
天
皇
御
前
定
で
「
御
治
定
」
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
程
後
の
明
応
七
年

（
一
四
九
八
）
十
二
月
一
一
日
に
尚
経
の
「
勅
免
」
が
き
ま
っ
た
（『
実
隆
公
記
』
同

日
条
）。「
出
仕
」
参
内
が
ゆ
る
さ
れ
る
の
は
十
二
月
十
七
日
の
「
勅
免
出
仕
」（『
公

卿
補
任
』）
で
あ
っ
た
。
文
亀
元
年
（
一
五
○
一
）
に
よ
う
や
く
九
条
尚
経
が
右
大

臣
か
ら
関
白
に
補
任
さ
れ
る
時
期
に
、
九
条
政
基
の
和
泉
国
日
根
野
荘
下
向
が
「
謹

慎
行
為
の
一
つ
」と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
関
口
論
文
が
指
摘
し
た
。
九
条
家
の「
勅

勘
出
仕
停
止
」
の
処
分
も
執
念
深
く
実
施
さ
れ
て
い
た
。

桜
井
英
治
は
、「
こ
の
陰
湿
さ
、
執
念
深
さ
は
皇
室
、
と
り
わ
け
後
光
厳
流
に
色

濃
く
受
け
継
が
れ
た
資
質
で
あ
っ
た
が
、
一
面
で
こ
れ
は
中
世
人
に
多
少
な
り
と
も

共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
気
質
で
あ
っ
た
）
39
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」
と
指
摘
し
た
。
天
皇
の
「
陰
湿
さ
、
執
念

深
さ
」「
凶
暴
性
」
は
、
伏
見
宮
系
の
後
土
御
門
天
皇
に
も
継
承
さ
れ
て
お
り
、
天

皇
の
凶
暴
性
が
み
て
と
れ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
天
皇
が
家
父
長
制
的
家
政
権

力
者
と
し
て
の
個
人
的
意
志
や
利
害
感
情
を
も
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

﹇
結
論
﹈

蔵
人
で
大
内
記
の
唐
橋
在
数
を
九
条
政
基
・
尚
経
が
殺
害
し
た
事
件
に
つ
い
て
、

後
土
御
門
天
皇
は
、
当
初
、
強
行
な
処
分
案
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
推
移
を
整
理
す
れ
ば
、
次
表
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

処
分
案

経
過

初
段
階

「
武
家
に
申
し
て
御
沙
汰
」

「
重
科
之
御
沙
汰
」の
み
と
し
て
親
長
反
対

（
幕
府
に
よ
る
九
条
家
処
罰
）

二
段
階

「
摂
家
罪
科
之
沙
汰
」

位
階
事
で
准
后
は
沙
汰
の
外
と
親
長
反
対

（
九
条
政
基
・
尚
経
処
罰
）

三
段
階

「
幕
下
解
官
」

「
後
難
」
を
の
こ
す
と
近
衛
家
反
対

（
九
条
尚
経
の
左
大
将
解
官
）

最
終
決
定
「
勅
勘
・
出
仕
停
止
」

近
衛
政
家
の
新
提
案

（
九
条
政
基
勅
勘
・
尚
経
出
仕
停
止
）
天
皇
・
親
長
・
教
秀
ら
の
「
御
談
合
」
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公
家
間
訴
訟
に
対
す
る
天
皇
の
裁
判
で
判
決
原
案
が
二
転
三
転
し
た
こ
と
は
、
こ

の
時
期
、
天
皇
の
政
治
権
力
が
独
裁
政
治
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
天

皇
の
勅
使
や
勅
問
が
発
せ
ら
れ
て
、
当
事
者
を
は
じ
め
広
く
公
家
関
係
者
に
意
見
具

申
さ
せ
て
、
階
級
間
・
諸
階
層
の
合
意
形
成
を
図
り
、
そ
れ
を
勅
定
と
す
る
国
家
意

志
決
定
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
拙
著
で
は
こ
う
し
た
支

配
層
内
部
で
の
合
議
シ
ス
テ
ム
を
職
事
弁
官
政
治
と
よ
び
、
職
事
弁
官
に
よ
る
持
ち

回
り
合
議
制
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
が
、
室
町
・
戦
国
期
に
は
、
伝
奏
や
勅
使
を
介
し
て

持
ち
回
り
合
議
が
行
わ
れ
、
伝
奏
・
近
臣
・
職
事
弁
官
ら
の
参
加
す
る
御
前
定
で
「
御

談
合
」「
御
治
定
」
と
い
う
天
皇
の
裁
決
が
出
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
こ
の

時
期
、
伝
奏
と
職
事
弁
官
は
父
子
の
関
係
に
あ
る
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ

も
近
臣
に
補
任
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
い
。

室
町
戦
国
期
の
在
数
殺
人
事
件
で
の
天
皇
御
前
定
の
裁
判
審
議
で
は
、
勅
使
が
当

事
者
間
に
派
遣
さ
れ
て
、
勅
使
に
提
出
さ
れ
た
訴
陳
状
は
、「
菅
氏
輩
訴
状
」
と
「
准

后
申
詞
」
の
二
通
で
あ
っ
た
。
勅
使
に
よ
っ
て
勅
問
が
発
せ
ら
れ
、
意
見
具
申
を
し

た
人
物
は
、
内
大
臣
二
条
尚
基
、
関
白
近
衛
尚
通
、
前
大
政
大
臣
前
関
白
近
衛
政
家
、

侍
従
権
大
納
言
三
条
西
実
隆
、
散
位
前
権
大
納
言
勧
修
寺
教
秀
、
近
臣
・
前
賀
茂
伝

奏
甘
露
寺
大
納
言
入
道
親
長
の
六
人
に
の
ぼ
る
。
摂
関
家
・
名
家
・
羽
林
家
が
勅
問

に
預
か
り
、
国
家
意
思
決
定
の
過
程
で
意
見
を
述
べ
て
、
議
奏
・
評
定
衆
の
役
割
を

果
た
し
て
い
た
と
い
え
る
。

勅
使
や
勅
問
、
女
房
奉
書
の
発
給
に
関
与
し
た
人
物
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
近
臣
と
伝
奏
と
職
事
・
弁
官
が
、
天
皇
の
御
前
定
を
支
え
た
官
僚
組

織
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

天
皇
が
妻
戸
間
に
出
御
し
て
、
御
前
で
合
議
・
評
定
が
行
わ
れ
「
御
治
定
」
が
な

さ
れ
た
御
前
定
は
二
月
五
日
と
閏
二
月
二
日
の
二
回
行
わ
れ
た
。
御
前
定
に
召
集
さ

勧
修
寺
教
秀

伝
奏
・
近
臣

甘
露
寺
親
長

元
賀
茂
伝
奏
・
近
臣

伯
卿
白
川
忠
富

申
次
・
近
臣

庭
田
重
経

蔵
人
頭
中
将

中
御
門
宣
秀

蔵
人
頭
弁

れ
た
人
物
は
、
勧
修
寺
教
秀
、
甘
露
寺
親
長
、
伯
卿
白
川
忠
富
・
頭
中
将
庭
田
重
経

で
あ
り
、
伝
奏
と
近
臣
と
職
事
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
室
町
戦
国
期
に
お
い
て
も
、

天
皇
に
よ
る
国
家
意
思
決
定
の
過
程
に
参
加
で
き
た
の
は
、勅
問
に
預
か
る
摂
関
や
、

現
任
公
卿
の
中
で
の
権
大
納
言
や
敷
奏
宣
旨
を
受
け
て
伝
奏
の
経
験
者
で
近
臣
祇
候

の
輩
に
任
じ
ら
れ
た
人
び
と
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
敷
奏
宣
下
を
え
た
儀
式
伝
奏

以
上
の
近
臣
と
摂
関
ら
が
天
皇
の
勅
問
に
あ
ず
か
っ
て
国
家
意
志
の
決
定
過
程
に
参

加
し
て
い
た
と
い
え
る
。
近
衛
政
家
の
提
案
し
た
九
条
家
勅
勘
・
出
仕
停
止
の
処
分

案
が
、
天
皇
の
「
御
治
定
」
と
し
て
国
家
意
志
に
な
っ
た
こ
と
を
み
て
も
、
摂
関
・

藤
氏
長
者
の
地
位
が
国
家
機
関
化
し
て
い
た
も
の
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。

天
皇
の
御
前
定
や
勅
問
に
対
す
る
権
門
の
意
見
具
申
で
は
、
伝
奏
や
元
伝
奏
・
申

次
な
ど
の
近
臣
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
勧
修
寺
教
秀
・
甘
露

寺
親
長
は
職
事
弁
官
か
ら
権
中
納
言
に
昇
る
名
家
出
身
者
で
あ
り
、
伝
奏
・
近
臣
と

な
っ
た
。
白
川
忠
富
は
神
祇
伯
三
位
家
の
出
身
で
、
蔵
人
か
ら
中
将
を
経
て
納
言
に

昇
る
羽
林
家
で
あ
る
。
吉
田
兼
倶
の
三
男
か
ら
大
外
記
・
少
納
言
清
原
宗
賢
の
家
に

猶
子
に
な
っ
た
清
原
宣
賢
も
公
卿
に
立
身
し
て
お
り
、
神
祇
伯
家
や
吉
田
家
が
近
臣

と
し
て
大
き
な
発
言
権
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

国
家
意
思
の
決
定
過
程
で
、
裁
判
審
議
の
た
め
に
動
員
さ
れ
た
官
僚
組
織
と
し
て

は
、
頭
中
将
と
官
務
局
務
の
存
在
が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
月
五
日
の

天
皇
出
御
の
御
前
定
で
、
勘
文
の
作
成
を
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
関
与
し
た
官
僚
機
構

は
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
る
。

女
房
（
女
房
奉
書
の
発
給
）

頭
中
将
庭
田
重
経
（
官
務
・
局
務
へ
の
勘
申
命
令
）

官
務
大
宮
時
元
（
摂
家
解
官
の
先
例
勘
申
）

局
務
中
原
師
富
（
摂
家
解
官
の
先
例
勘
申
）

天
皇
が
妻
戸
間
に
出
御
し
て
伝
奏
・
近
臣
ら
の
評
定
・
合
議
が
行
わ
れ
た
御
前
定

で
は
、
頭
中
将
や
頭
弁
が
勅
使
に
な
り
、
女
房
奉
書
を
受
け
て
官
務
・
局
務
に
勘
申

を
命
じ
る
な
ど
国
家
意
志
の
合
意
形
成
の
た
め
の
官
僚
機
構
と
し
て
職
事
弁
官
が
動
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員
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
室
町
・
戦
国
期
の
禁
裏
に
お
い
て
も
、

女
房
・
職
事
弁
官
と
官
務
・
局
務
と
六
位
外
記
史
の
地
下
官
人
機
構
が
、
天
皇
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
た
国
家
意
志
を
行
政
執
行
す
る
う
え
で
の
中
央
執
行
官
僚
機
構
と
な
っ

て
い
た
と
い
え
る
。

む
す
び
に

九
条
家
に
よ
る
唐
橋
在
数
殺
害
事
件
に
つ
い
て
、
関
口
は
「
政
基
・
尚
経
父
子
の

勅
勘
に
よ
る
謹
慎
と
、
在
数
の
跡
目
相
続
を
立
て
る
こ
と
の
二
つ
の
手
続
き
に
よ
っ

て
こ
の
事
件
の
解
決
は
図
ら
れ
た
」
と
指
摘
し
た
）
40
（

。
し
か
し
、
本
稿
の
検
討
か
ら
、

九
条
家
へ
の
「
勅
勘
に
よ
る
謹
慎
」
と
い
う
手
続
き
は
、
実
際
に
は
、
後
土
御
門
天

皇
が
九
条
家
を
「
武
家
御
沙
汰
」
や
「
摂
家
罪
科
之
沙
汰
」・「
解
官
」
と
い
う
処
罰

を
課
そ
う
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
摂
関
家
や
藤
氏
長
者
・
伝
奏
・
近
臣
ら
の
反

対
に
よ
っ
て
御
前
定
の
評
定
で
撤
回
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
結

局
、
近
衛
政
家
が
「
勅
勘
・
出
仕
停
止
」
の
処
分
案
を
提
案
し
、
後
土
御
門
天
皇
が

渋
々
、
閏
二
月
二
日
の
御
前
定
で
「
御
治
定
」
し
て
国
家
意
志
と
し
て
裁
定
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
勅
勘
は
、
二
回
に
わ
た
る
天
皇
御
前
定
で
の
評
定
と
い
う
裁
判
手
続

き
に
よ
っ
て
当
事
者
は
も
と
よ
り
摂
関
・
儀
式
伝
奏
・
近
臣
ら
の
意
見
具
申
に
よ
る

合
意
形
成
を
経
て
「
御
治
定
」
と
な
っ
た
政
治
判
断
で
あ
っ
た
。

天
皇
御
前
定
で
の
評
定
で
問
わ
れ
た
問
題
は
、
官
位
制
を
優
先
す
る
か
、
家
産
官

僚
制
に
お
け
る
主
従
関
係
を
優
先
さ
せ
る
か
、
と
い
う
矛
盾
で
あ
っ
た
。
天
皇
や

被
害
者
の
菅
原
氏
一
門
は
、「
家
禮
家
司
の
号
を
以
て
放
埓
の
儀
に
及
ぶ
は
、
後
臣
、

後
日
の
例
、
以
外
之
事
歟
」「
公
家
刑
罰
の
法
に
背
き
、
且
は
摂
関
仁
義
之
道
に
非

ざ
る
者
乎
」（
菅
氏
輩
申
状
）
と
し
て
、
天
皇
と
官
人
と
の
官
位
制
を
優
先
し
て
、

殺
害
人
の
九
条
家
を
処
罰
し
よ
う
と
し
た
。
他
方
、
加
害
者
の
九
条
家
と
藤
氏
長
者

の
摂
籙
家
を
は
じ
め
、
伝
奏
・
近
臣
ら
は
、「
家
門
を
覆
す
家
僕
に
て
候
上
は
、
法

に
任
せ
仰
せ
付
け
候
了
、
万
機
輔
佐
之
家
と
し
て
、
家
門
を
覆
す
敵
を
成
敗
之
事
、

争
か
聊
爾
の
儀
た
る
べ
き
候
哉
」（
准
后
申
状
）
と
主
張
し
て
、
権
門
と
家
僕
・
侍

臣
と
の
主
従
関
係
を
優
先
す
る
論
理
を
主
張
し
た
。
前
者
は
国
家
官
僚
制
を
優
先
さ

せ
、
後
者
は
家
産
官
僚
制
を
優
先
す
る
論
理
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
後
土
御
門
天

皇
は
、
前
者
の
論
理
を
重
視
し
て
「
摂
家
罪
科
」「
幕
下
解
官
」
の
処
分
案
を
固
守

し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
摂
籙
家
や
伝
奏
・
近
臣
ら
公
家
側
が
い
ず
れ
も
「
勅
勘

出
仕
停
止
」
の
処
分
案
を
支
持
し
た
。
こ
れ
は
、
中
世
国
家
の
階
級
配
置
か
ら
み
て

当
然
の
対
立
点
と
い
え
よ
う
。
歴
史
分
析
の
醍
醐
味
と
い
え
る
。

結
局
、
後
土
御
門
天
皇
は
、
御
前
定
で
の
合
議
に
よ
る
最
終
決
定
で
、
親
長
・
教

秀
ら
伝
奏
の
意
見
具
申
を
採
用
し
て
「
勅
勘
出
仕
停
止
」
の
処
分
案
を
「
御
治
定
」

と
し
た
。
親
長
が
意
見
具
申
の
中
で
「
在
数
朝
臣
の
科
の
条
極
り
無
く
ば
、殺
害
事
、

沙
汰
之
外
た
る
事
、
是
非
之
叡
慮
に
及
ば
ざ
る
事
歟
」
と
述
べ
た
論
理
に
譲
歩
し
て

勅
勘
出
仕
停
止
処
分
案
を
国
家
意
志
と
し
た
。
九
条
政
基
を
勅
勘
、
九
条
尚
経
を
出

仕
停
止
に
す
る
と
い
う
処
分
決
定
は
、
摂
関
・
近
臣
・
伝
奏
ら
公
家
権
門
の
意
見
具

申
を
優
先
し
て
天
皇
が
国
家
意
思
の
決
定
を
行
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
中
世
国
家
権
力
は
、
官
僚
制
の
官
位
制
よ
り
も
家
産
官
僚
制
の
主
従
関

係
を
よ
り
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
室
町
戦
国
期
に
お
い
て
も
天
皇
の
裁

判
権
は
国
家
機
構
を
動
員
し
て
制
度
的
に
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
え
た
と

い
え
よ
う
。
室
町
戦
国
期
の
天
皇
制
は
、
公
家
社
会
に
お
い
て
政
治
権
力
を
行
使
し

て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

天
皇
に
つ
い
て
権
威
と
権
力
の
二
元
論
で
分
析
す
る
方
法
論
に
対
し
て
、
か
つ
て

黒
田
俊
雄
が
「
天
皇
な
い
し
天
皇
制
は
権
力
支
配
者
と
し
て
免
責
さ
れ
る
だ
け
で
あ

る
）
41
（

」
と
的
確
な
批
判
を
し
た
。
室
町
戦
国
期
の
天
皇
権
力
は
、
統
治
能
力
の
及
ぶ
範

囲
は
き
わ
め
て
狭
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
時
期
の
天
皇

が
、
公
家
間
訴
訟
の
裁
判
権
力
を
掌
握
し
、
武
家
政
権
を
後
ろ
盾
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
家
父
長
制
的
権
力
と
し
て
専
制
性
を
つ
よ
め
て
い
た
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
室
町
・
戦
国
期
の
勅
勘
も
天
皇
の
処
罰
権
と
し
て
効
力
を
発
揮
し

て
い
た
。
摂
関
期
の
天
皇
に
よ
る
刑
罰
法
の
研
究
）
42
（

と
関
連
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
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（
1
）
奥
野
高
広
『
皇
室
御
経
済
史
の
研
究
』（
畝
傍
書
房

一
九
四
二
）、
同
『
戦
国
時
代
の
宮
廷

生
活
』（
続
群
書
類
従
完
成
会

二
○
○
四
）

（
2
）
今
谷
明
『
室
町
の
王
権
』（
中
央
公
論
社

一
九
九
○
）、
同
『
戦
国
大
名
と
天
皇
』（
講
談

社
一
九
九
二
）、
同
『
信
長
と
天
皇
』（
同
）

（
3
）
富
田
正
弘
「
嘉
吉
の
変
以
後
の
院
宣
・
綸
旨
」（
小
川
信
編
『
中
世
古
文
書
の
世
界
』（
吉
川

弘
文
館
一
九
九
一
）
や
伊
藤
喜
良
『
日
本
中
世
の
王
権
と
権
威
』（
思
文
閣
出
版
一
九
九
三
）・

家
永
遵
嗣
『
室
町
幕
府
将
軍
権
力
の
研
究
』（
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
一
九
九
五
）

（
4
）
水
野
智
之
『
室
町
時
代
公
武
関
係
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館

二
○
○
五
）、
中
世
後
期
研
究

会
編
『
室
町
・
戦
国
期
研
究
を
読
み
な
お
す
』（
思
文
閣
出
版

二
○
○
七
）、桃
崎
有
一
郎
『
中

世
京
都
の
空
間
構
造
と
礼
節
体
系
』（
思
文
閣
出
版

二
○
一
○
）

（
5
）
富
田
正
弘「
戦
国
期
の
公
家
衆
」（『
立
命
館
文
学
』五
○
九
、一
九
八
八
）・
同「
室
町
殿
と
天
皇
」

（『
日
本
史
研
究
』
三
一
九
、一
九
八
九
）

（
6
）
池
享
『
戦
国
・
織
豊
期
の
武
家
と
天
皇
』（
校
倉
書
房

二
○
○
三
）

（
7
）
神
田
裕
理
『
戦
国
・
織
豊
期
の
朝
廷
と
公
家
社
会
』（
校
倉
書
房

二
○
一
○
）
や
末
柄
豊
「
禁

裏
文
書
に
み
る
室
町
幕
府
と
朝
廷
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
三
○
、
二
○
一
二
）

（
8
）
拙
論「
近
世
禁
裏
文
庫
と
文
明
期
廷
臣
の
書
写
活
動
―『
三
長
記
』『
禁
秘
抄
』を
例
と
し
て
―
」

（『
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究

中
世
近
世
の
禁
裏
の
蔵
書
と
古
典
学
の
研
究

研
究
調
査

報
告
』
二
、二
○
○
八
）、同
「
公
家
史
料
に
み
る
外
記
の
宣
旨
発
給
と
吉
良
満
義
の
信
州
発
向
」

（『
信
濃
』
六
一
―
一
二
、二
○
○
九
）、同
「
中
世
禁
裏
の
宸
筆
御
八
講
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
『
久

安
四
年
宸
筆
御
八
講
記
』」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
六
○
、
二
○
一
○
）

（
9
）
拙
論「
甘
露
寺
親
長
の
儀
式
伝
奏
と
別
記『
伝
奏
記
』の
作
成
」（
吉
岡
眞
之
・
小
川
剛
生
編『
禁

裏
本
と
古
典
学
』
塙
書
房

二
○
○
九
）

（
10
）
拙
論
「
日
本
中
世
に
お
け
る
城
と
領
主
権
力
の
二
面
性
」（
小
島
道
裕
編
『
武
士
と
騎
士
』

思
文
閣
出
版

二
○
一
○
）

（
11
）
拙
著
『
室
町
期
禁
裏
・
室
町
殿
統
合
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
的
研
究
』（
二
〇
〇
八
〜
一
一
年
度

科
研
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書

二
○
一
二
）

（
12
）
菅
原
正
子
『
中
世
公
家
の
経
済
と
文
化
』（
吉
川
弘
文
館

一
九
九
八
）、
佐
藤
健
治
『
中
世

権
門
の
成
立
と
家
政
』（
吉
川
弘
文
館

二
○
○
○
）、白
根
靖
大
『
中
世
の
王
朝
社
会
と
院
政
』

（
吉
川
弘
文
館

二
○
○
○
）、
岡
野
友
彦
『
中
世
久
我
家
と
久
我
家
領
荘
園
』（
続
群
書
類
従

完
成
会

二
○
○
二
）、
湯
川
敏
治
『
戦
国
期
公
家
社
会
と
荘
園
経
済
』（
続
群
書
類
従
完
成
会

二
○
○
五
）、
樋
口
健
太
郎
『
中
世
摂
関
家
の
家
と
権
力
』
校
倉
書
房
二
○
一
一
）

（
13
）
拙
稿
「
甘
露
寺
親
長
に
よ
る
次
第
書
・
家
記
の
書
写
活
動
と
文
正
〜
明
応
期
廷
臣
の
職
掌
に

つ
い
て
」（
吉
岡
眞
之
『
高
松
宮
家
蔵
書
群
の
形
成
と
そ
の
性
格
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
平

成
一
七
〜
一
九
年
度
科
研
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書

二
○
○
八
）

（
14
）
横
井
清
『
看
聞
御
記
』（
そ
し
え
て
一
九
七
三
）、の
ち
に
『
室
町
時
代
の
一
皇
族
の
生
涯
』（
講

談
社
学
術
文
庫

二
○
○
二

六
九
頁
、
一
八
七
頁
）

（
15
）
桜
井
英
治
『
室
町
人
の
精
神
』（
講
談
社

二
○
○
一
）

（
16
）
田
沼
睦
「
公
家
領
荘
園
の
研
究
―
十
六
世
紀
初
頭
に
お
け
る
領
主
権
と
在
地
状
勢

九
条

家
領
日
根
野
荘
の
場
合
―
」（『
書
陵
部
紀
要
』
一
二
）、
の
ち
に
『
中
世
後
期
社
会
と
公
田
体

制
』（
岩
田
書
院

二
○
○
七
所
収
）、
安
西
欣
治
『
崩
壊
期
庄
園
史
の
研
究
』（
岩
田
書
院

一
九
九
四
）、
小
山
靖
憲
・
平
雅
行
編
『
荘
園
に
生
き
る
人
び
と
』（
和
泉
書
院

一
九
九
五
）、

歴
史
館
い
ず
み
さ
の
編
『「
政
基
公
旅
引
付
」
と
そ
の
時
代
』（
二
○
○
一
）

（
17
）
田
沼
睦
「「
政
基
公
旅
引
付
」
に
つ
い
て
」（
前
掲
註
（
16
）
書
四
六
二
頁
）

（
18
）
関
口
恒
雄
「
中
世
末
期
の
階
級
闘
争
と
そ
の
歴
史
的
条
件
」（『
史
学
雑
誌
』
七
九
―
一

一
九
七
○
）

（
19
）
湯
川
敏
治
「
唐
橋
在
数
事
件
顛
末
」（『
戦
国
期
公
家
社
会
と
荘
園
経
済
』
前
掲
註
（
12
）
書
）。

唐
橋
家
と
九
条
家
の
家
司
職
の
相
伝
に
つ
い
て
は
、
小
森
正
明
「
中
世
後
期
九
条
家
の
家
司
に

つ
い
て
」（『
史
境
』二
八
、一
九
九
四
）参
照
。
九
条
政
基
・
尚
経
の
九
条
家
領
荘
園
に
つ
い
て
は
、

廣
田
浩
治
「
中
世
後
期
の
九
条
家
家
僕
と
九
条
家
領
荘
園
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報

告
』
一
○
四
、二
○
○
三
）
参
照
。

（
20
）
百
瀬
今
朝
雄
『
弘
安
書
札
礼
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会

二
○
○
○

五
四
頁
）

（
21
）
百
瀬
今
朝
雄
「
将
軍
と
廷
臣
」（『
週
刊
朝
日
百
科

新
訂
増
補

日
本
の
歴
史

義
満
と
室

町
幕
府
』
朝
日
新
聞
社

二
○
○
二
）

（
22
）
拙
著
『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』（
校
倉
書
房

一
九
九
五

四
二
九
頁
）

（
23
）
水
野
智
之
『
室
町
時
代
公
武
関
係
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館

二
○
○
五
）

（
24
）
小
川
剛
生
『
二
条
良
基
研
究
』（
笠
間
書
院
、
二
○
○
五
）

（
25
）
美
川
圭
『
院
政
の
研
究
』（
臨
川
書
店

一
九
九
六
）

（
26
）
天
皇
・
上
皇
が
武
家
に
申
し
て
処
罰
権
を
行
使
し
た
事
例
と
し
て
、
応
永
二
七
年
（
一
四
二

○
）
後
小
松
院
が
武
家
伝
奏
広
橋
兼
宣
を
通
じ
て
室
町
殿
義
教
に
命
じ
て
仙
洞
御
所
侍
を
六
条

河
原
で
頸
を
切
ら
せ
て
処
刑
し
た
事
件
が
あ
る
。
拙
論
「
室
町
戦
国
期
に
お
け
る
天
皇
権
力
の

二
面
性
」（『
中
世
の
国
家
と
天
皇
・
儀
礼
』
校
倉
書
房

二
○
一
二
）
で
天
皇
の
家
父
長
制
的

権
力
と
し
て
分
析
し
た
。
参
照
ね
が
い
た
い
。

（
27
）
湯
川
敏
治
『
前
掲
註
（
12
）
書
』
三
三
一
頁

（
28
）
拙
論
「
甘
露
寺
親
長
に
よ
る
次
第
書
・
家
記
の
書
写
活
動
と
文
正
・
明
応
期
廷
臣
の
職
掌
に

つ
い
て
」（
前
掲
註
（
13
）
書
）

註 今
後
の
研
究
課
題
と
い
え
よ
う
。
読
者
の
ご
叱
正
を
得
な
が
ら
、
中
世
天
皇
の
権
力

支
配
者
と
し
て
の
歴
史
的
役
割
と
責
任
を
あ
き
ら
か
に
す
べ
く
努
力
し
て
い
き
た
い

も
の
で
あ
る
。
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（
29
）
殿
上
定
・
御
前
定
の
論
争
に
つ
い
て
は
美
川
圭
『
院
政
の
研
究
』（
臨
川
書
店

一
九
九
六
）、

亀
山
院
政
の
政
務
処
理
は
、
本
郷
和
人
「
鎌
倉
時
代
の
朝
廷
訴
訟
に
関
す
る
一
考
察
」『
中
世

朝
廷
訴
訟
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会

一
九
九
五
）、
弘
安
の
議
奏
・
評
定
衆
に
つ
い
て
は

百
瀬
今
朝
雄
「
弘
安
書
札
礼
の
意
義
」（『
弘
安
書
札
礼
の
研
究
』
前
掲
書
）
参
照
。

（
30
）
外
記
方
・
官
史
の
「
分
配
」
に
つ
い
て
は
、
今
江
広
道
「
公
事
の
分
配
に
つ
い
て
」（『
国
史

学
』
一
二
三
、一
九
八
四
）
が
言
及
し
て
い
る
。

（
31
）
拙
論
「
中
世
の
天
皇
・
摂
関
・
院
」『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』
前
掲
註
（
22
）
書

（
32
）
遠
藤
珠
紀
「
官
務
家
・
局
務
家
の
分
立
と
官
司
請
負
制
」『
史
学
雑
誌
』
一
一
一
―
三
、二
○

○
二
）。「
官
務
「
家
」・
局
務
「
家
」
の
成
立
」
と
改
題
・
改
訂
し
て
同
『
中
世
朝
廷
の
官
司
制
度
』

（
吉
川
弘
文
館

二
○
一
一
）
所
収
。
弁
官
局
・
外
記
局
の
官
司
請
負
制
に
関
す
る
橋
本
義
彦
・

曾
我
良
成
・
中
原
俊
章
・
松
園
斉
・
鈴
木
理
恵
・
井
上
幸
治
・
永
井
晋
・
中
島
善
久
ら
の
研
究

史
に
つ
い
て
も
、
同
書
参
照
。

（
33
）
拙
論
「
公
家
史
料
に
み
る
外
記
の
宣
旨
発
給
と
吉
良
満
義
の
信
州
発
向
」
前
掲
書
註
（
8
）

参
照

（
34
）
佐
藤
進
一
『
日
本
中
世
史
論
集
』（
岩
波
書
店

一
九
九
○
）、
山
家
浩
樹
「
室
町
幕
府
訴
訟

機
関
の
将
軍
親
裁
化
」（『
史
学
雑
誌
』
九
四
―
一
二
、一
九
八
五
）、
鳥
居
和
之
「
室
町
幕
府
の

訴
状
の
受
理
方
法
―
義
教
・
義
政
期
を
中
心
に
―
」（『
日
本
史
研
究
』
三
一
一
、一
九
八
八
）、

設
楽
薫
「
将
軍
足
利
義
材
の
政
務
決
裁
―
「
御
前
沙
汰
」
に
お
け
る
将
軍
側
近
の
役
割
」（『
史

学
雑
誌
』
九
六
－
七
、一
九
八
七
）、同
「
将
軍
足
利
義
教
の
「
御
前
沙
汰
」
体
制
と
管
領
」（『
年

報
中
世
史
研
究
』
一
八
、一
九
九
三
）

（
35
）
マ
ッ
ク
ス
ウ
エ
ー
バ
ー
『
支
配
の
社
会
学
Ⅰ
』（
世
良
晃
志
郎
訳

創
文
社

一
九
六
○
）

（
36
）
平
山
敏
治
郎
『
日
本
中
世
家
族
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局

一
九
八
○
）、石
田
祐
一
「
諸

大
夫
と
摂
関
家
」（『
日
本
歴
史
』
三
九
二
、一
九
八
一
）、百
瀬
今
朝
雄
『
弘
安
書
札
礼
の
研
究
』

（
前
掲
註
（
20
）
書
）、
富
小
路
俊
通
・
資
直
の
殿
上
事
件
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
つ
い
て
も
同
一
の

問
題
で
あ
り
、
平
山
敏
治
郎
「
堂
上
格
富
小
路
家
成
立
の
顛
末
」（『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
八

輯
Ⅱ

一
九
八
二
）、
苗
代
田
敏
明
「
日
本
後
期
地
下
官
人
の
一
形
態
―
九
条
殿
諸
大
夫
富
小

路
氏
に
つ
い
て
」（『
日
本
社
会
史
研
究
』
三
○

一
九
九
一
）
参
照
。
公
家
間
の
訴
訟
激
化
の

事
例
と
し
て
家
礼
訴
訟
に
つ
い
て
は
市
沢
哲
『
日
本
中
世
公
家
政
治
史
の
研
究
』（
校
倉
書
房

二
○
一
一
）
が
言
及
し
て
い
る
。

（
37
）
大
嘗
会
伝
奏
親
長
が
参
院
し
て
奏
事
目
録
を
つ
く
っ
た
事
例
（『
親
長
卿
記
補
遺
』
文
正
元

年
六
月
十
六
日
条
）、
賀
茂
伝
奏
親
長
が
天
皇
に
職
事
を
介
さ
ず
に
奏
聞
に
及
ん
だ
事
例
（『
親

長
卿
記
』
文
明
三
年
二
月
二
五
日
条
、
同
年
三
月
十
七
日
条
、
文
明
八
年
正
月
二
八
日
条
）、

後
花
園
院
御
百
ケ
日
御
法
事
伝
奏
親
長
が
後
土
御
門
天
皇
に
奏
聞
し
て
自
ら
奏
事
目
録
を
つ

く
っ
た
事
例
（『
親
長
卿
記
』
文
明
三
年
三
月
二
○
日
条
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
伝

奏
や
勅
使
に
提
出
さ
れ
た
訴
状
は
、
伝
奏
に
よ
っ
て
「
取
調
」
が
な
さ
れ
、
直
接
、
天
皇
に
奏

聞
さ
れ
、
伝
奏
に
よ
っ
て
奏
事
目
録
も
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
幕
府
訴
訟
制
度
で

訴
状
を
受
理
し
将
軍
の
庭
中
に
披
露
す
る
別
奉
行
の
役
割
を
、
天
皇
の
御
前
定
で
は
、
伝
奏
・

近
臣
が
果
た
し
て
い
た
と
い
え
る
。

（
38
）
湯
川
敏
治
前
掲
註
（
12
）
書
三
二
六
頁

（
39
）
桜
井
英
治
前
掲
註
（
15
）
書
二
三
頁

（
40
）
関
口
恒
雄
前
掲
註
（
18
）
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The Emperor's Jurisdiction and Two Bureaucracies of the Muromachi/Sengoku
Period

IHARA Kesao 

The prevailing view of the historical image of the Emperor during the Sengoku/Shokuho Period says that many 

Imperial Court nobles left the capital and headed to the provinces, with the Emperor losing his right to unify the

Imperial Court society and the “Emperor System requiring neither a Department of State nor courtiers”.

This paper investigates a trial case in which Emperor Gotsuchimikado censured the Kujo family in relation to

the murder of a servant called Arikazu Karahashi perpetrated in 1496 by Kujo Masamoto, former Chief Adviser to 

the Emperor. As a result of this, a trial commenced after the Emperor dispatch an imperial messenger to the victim's 

family, the Sugawara clan, who were made to submit a complaint, and an imperial messenger was also dispatched to

the defendant's family, the Kujo family, who were made to submit a jugou petition. The opinions of attendants and 

persons with experience of delivering messages to the Emperor were requested by means of imperial questions, and

trial deliberations referred to as gozen sata (direct judgments) were conducted after the Emperor himself arrived at 

the doors to the pavilion on February 5th and summoned both parties to consult with regards to events relating to

work in delivering messages to the Emperor. As for whether or not imperial words were given to buke, the crime was

not deemed to be serious, and gozen sata were completed on February 5th by considering punishment by dismissal 

for Hisatsune Kujo. This Emperor's trial case posed a difficult question in terms of whether to give priority to State 

bureaucracy connected to government officials, or to patrimonial bureaucracy connected to powerful families and

their servants. Attendants Sanetaka Sanjonishi and Kanroji Chikanaga, who were connected to the Setsuroku family 

and Kujo family as relations by marriage, felt that the crime against Arikazu was clear, and they opposed punishment

by dismissal as lightening the family heads' right to punish servants and attendants. With the imperial decision of 

February 2nd, the Emperor withdrew punishment by dismissal of the adviser and approved as an imperial decree 

punishment of the Kujo family by censure and suspension of service, as proposed by the Konoe family. In this way, 

the Emperor of the Muromachi/Sengoku Period exercised his right to judge and punish disputes and murder cases

between Imperial Court nobles, dispatching imperial messengers and putting great effort into understanding the 

related partied by means of imperial questions, with the Emperor making final decisions on punishment by censure

or suspension of service. On the other hand, taking the Muromachi shogun (buke shisso) as a pretext, the Emperor

reciprocated by appointing a member of the Konoe family as his chief adviser. Even in the Muromachi/Sengoku

Period, the Emperor exercised jurisdiction in relation to disputes between Imperial Court nobles, and it was clarified

that patriarchal authority was strengthened while utilizing the shogunate as a guardian.

Key words: Emperor's jurisdiction, Kujo Masamoto, Arikazu Karahashi murder, Emperor's censure, patrimonial

bureaucracy


